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学習態度の形成とその指導(2 ) 
一 連動技能の形成過程をとおしてー
fまじめに
随意遂動 C以下， 単に連動という。〉を組織的，計画的に実践することは，発達の旺盛な時期にある児
童生徒にとって，大きな価値を含んでいるばかりでなく，人の生涯にとっても重要な意味をもっていると
いえよう。このととについての認識が，社会的な各層や学校教育の関係者の間に深まりつつあることは，
現今における一般的なすう勢ではあるまいか。
i主動を継続的に行なう ζとによって身につけられる効果は，さまざまな面にみられるが，とくに， 次の
よう左諸点はみなとすととのできないものであろう。
。 身体の形態的な発送を助長し，促進する。
。 体力を充実し， 強化することに役立-:)0
o 身体活動の質的な内容を変化し ，改善する。
。 意志の統制による身体支菌防が確立されるようになる。
o 認知力を高め，情緒を統鮎し，人間関係を調整する力を増大する。
しかしながら ，これらの殺凍は遂動の実践によって必然的にもたらされるものではなくて ，潜在的な価
』一一ー一ー 一ー一一ー一ー一一一一一一一一一一一ー一一 一一一『値としてそれぞれの述動に内在しているものにすぎない。だから，これを効果として具現するためには，
巡動を実践する目的に応じた方法とその過程に ，秘められた鍵がひそんでいるといえよう。
-ー-ー--ー 、ー，
このような観点から違動の遂行過程に働くメカエズムをみると，迩動方法の認知，情緒のからまり，意
志の発動などの意識的なはたらきが，きわめて重要な役割りを占めていることがわかる。ところで，この
ような意識の機能には ，その人に個有な特色があって ，特定の傾向性をもったはたらきをしているといわ
れているが，この状態をいっぱんに“態度 ω とよんでいるのである。 態度は，外音凶9に表出される行動そ
のものをいうのではなくて，この外部行動を方向づけ，あるいは志向づける内面にはたらく機能における
傾向性をさしている。そして，組立，立担笠竺豆町変数として位置づ竺竺主主でもある。
i肇動を行なう際にはたらく態度の役割りが重要な位置を占めているととを認激すればするほど，とれを
望ましいものに変容させるととが，教育的な課題としてクローズアフプされてくるのである。 運動への関
心が高まっている社会的なすう勢を背景としている現今において， ひとりでも多くの者が，これに興味を
もち，積復的に進動に親しむようにするためにも ，この課題を解決するととに多くの意義が含まれている
ことに，違動の学習を主要な内容とする体育学習においては，児童生徒の学習態度が大きな問題となって
くるものであり，これを望ましいものに変容させる課題性は重大だといえる。
このような課題を解決するために ，この研究を3か年の継続研究として取り上げているのである。昨年
度(日間日報)は，この研究の区豆盟問として，建竪笠整竪践を把握すると竺杢
麦虫色として行なったが ，侮 4O!$~':'は，空墜竺竺竺竺竺笠型ど立さら
いとして行なおうとしているのである。
l 第 l年次研究の経過 と概要
「学習態度の形成とその指導Jという主題で行なっているとの研究は ，昭和39年度から5か年の継続
研究として実施しようとしているもので，その全体的な鱗想では
ヨナ 1年次研究 (昭和39年度) 学習態度の様態の把鑓
方2年次研究(昭和40年度) 学習態度の変2与をもたらす諸条件の究明
ガ'-3年次研究(昭和41年度〉 望ましい学習態度の形成をはかる指導の体系化
と，それぞれの年次における研究の主要なねらいを設定して ，この研究の推進をはかつているもので zす
でに ，ラナ 1年次研究を終わっているわけであるが，研究の全体構造を明確にする意味で，その概要をこ与
で述べておきたい。
態度の概念
(1) 態度の本質
態度 (attitude)は ，本来“姿勢 凶あるいは“身構え凶を意味する日;常語として用いられていたが:
そのご ，理論的にも実証的な研究においても著しい進展がなされるにつれて ，いわゆる “心的な構え仙
(rnenta工 se t)や “進動的な構えぬ (motor set) などの概念よりも ，はるかにひるく，深い内
容をもつようになってきた。現在においても，態度の概念規定はさまさ「まにされているが，これらを包括
的に，オールポー ト(AlIport，G.W.)は次のように述べてJる。
「態度とは，個人がもつあらゆる対象や状況に対するその個人の反応に ，fF示的あるいは力学的な影響
を及ぼす，経験によって体制化された心的 ，神経的な準備状態である。」
この定義からもわかるように ，怯長h行動そのものではなくて ，行動を特有のしかたで万向づけるとと
，_ーー、J 一一ーーー-'""・~ーー，ー町、---- -ー -ー -旬-ーーーーーー -
Pうの反応傾向 ，または笠盟主壁(日tate of readine自由)であり ，行観ハの準備 ，傾向性をその本
質としていることがわかる。
(2) 態度の属性
歴亙珍としての特徴を要約すると ，(JzOJ献をあげる ことができよ30
0 態度は s後天的な学習を通じて形成される反応の準備状態である。
o 態度は ，つねに ，主体ー客体の関係を含んでいる。
。態度は ，情動的な属性をもっている。
。態度は ，持続的である。
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。態度が関係づけられる刺激の範囲は，広狭さまざまである。
2 運動技能の形成と学習態度
函遍亙函翠ヒは，外耐耐一J比明に崎茨…身紳…体仰向の矧動髄き抗悶吋を械揃淵捌規糊蜘衛伽制lリ…j
情緒，社会性，活動性，~星動技術，体力などの務費菌が密接な構造連関を保ちながら働いて いる。
いっぽう ，雇豆互訪ま盟~ ， 盟坦，意向な側面をもち a その対五三五話芸な相や次元
にもあてはめられるとともに，一般的なものにも適用されるものである。
このような運動技能の形成と態度とのかかわりを考えてみると ，相互の聞に実に深い関連のあるととが
推察できる。すなわち，学習態度は逃動技能の形成に重要な影響を及ぼしていると同時に，違露b技能の形
¥-ー 一ー 一戸『ー一ーー 一ーーー ーーー 一ーー -ー一
成が逆に学習態度に影響を及ぼしているとみることができる。
3 研究の方法
(1) 研究謀地へのアプ ローチ
この研究では，児童生.従の学習態の様態を把鑓するために ，次のような方法とてつづきをとった。
ア 態度の本質を明らかにすZらための理論的追究
イ 学習場面における予備的な動態観察と諜査
ウ i暴動場面調査f髄の作成と実施
エ 実験的学習指導の実施と SD法の適用
(2) 研究の対象
研究協力学校 .学級を依頼し，小学校では方4学年の児童を，中学校では才1学年の生徒を対象として，
主として器械違動と陸上連動(競技)を研究の対象領域とした。
4 結集の要約
ここでは，研究の結果を要約して述べるにとどめておきたい。
。大多数の児童生徒は ，スポーツやレクリェーションの実践と視聴には積極的な興味を示しているが，
体育学習に対する積極的な興味は ，学年の進むにつれて薄れる傾向がみうけられる。
o J連動場面においては，心理的，情緒的 ，社会的な機能がそれぞれ特有の傾向性をもってはたらいてい
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る。総体的には，意ー志力がもっとも強くはたらき，情緒性がこれについでいる。
。 新しい題材に対する予想や期待と ，学習の実際をとおしての考えや感じとの聞には，かなりに大きな
ずれがある。このずれは，情緒性と認知性とにおいて，ことに大きい。
。 学習態度は ，J道動技能の程度と2密接な関連をもっている。
。 退場月安能の形成には ，その人のもつ学習態度が重要な影響を及ぼ している。
H 研究の構想
研究の基礎理論
この研究は，さきに述べたように5か年の継続研究と して実施しているもので，芳1年次(昭和39年
度)にひきつYいて ，連動の中核的なねらいとして位置づけられる巡動技能を形成する過程で ，学習態度
がどのように変容されていくのか ，また ，この変容に影響を及ぼす条件ーにはどのようなものがあるのか，
というR輔意識のもとで行なってきたものであり ，そして ，研究を推進する理論的な究明を継続的に行な
ってきたのである。ことに， 態度変容の条件と， 連動学習のメカエズムとを明らかにすることに焦点をす
えてきた。そとで，まず研究の基礎となる部面から述べておこう。
(1) 運動学習の特性
① 逼動の成立と遂行.ならびに質は，その通勤についてのイメージに左右されとL
体育学習の題材となる連動 (phYB i ca~ activitie自の意〕は ，意志の統制にもとづいて行なわ
れる鎚意巡動であって，この神経支配の中枢は大脳皮質選動領 (4野)であるといわれている。 i霊場J事責カミ
らの刺激は，錐体路系の神経経路によって巡動の直接的な器官としての筋に伝えられ，その反応をひきお
こす。筋の反応、は ，収縮と弛緩の桔抗するはたらきゃいくつかのものが協同してはたらくもので，これら
の筋の収縮には全体としてのまとまりと，継時的な機能の順次性が巧みに織り込まれ，一つの遥動の単位
や系統に属するものが，その機序と脈絡を保ちながら反応するものだといわれている。
そこで ，大脳皮質通勤領がとのような筋の収縮とどのような関連をもつのかが注目される問題であるが，
ジャクソン oack日on ， 1834-1 91 1)は皮質運騨頁の働き方について次のように述べている。 “運動
領は運動を考えるのでパ、ちいちの筋を考えるものではない~だから ，巡llJiJ領からの刺激によっておと
る通勤は個々の筋の収縮ではなくて ，すでに多くの筋の収縮によって構成されたまとまった通勤になって
いることがわかるのである。 すると ，逆動を発動させるために重要なことは ，皮質運動領での述毅沖通勤
の方法をどのように脳裡に構成するかということになる。すなわち ，通勤についてのイメージが違動の成
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立に欠くことのできない条件になっているといえる。
ととろで，イメージ (irnage) ということばは ・その内容も概念品M定義も不明確なもので ，ぱくぜ
んとしたものであるが ，最近ではすっかり一般的に用いられている。元来は視覚に関するものだといわれ
ているが ，そこには経験によって形成された感情 ，印象 ，値値判断，態度などの多くの行動の車操がとり
こまれており ，位相の異なる感覚と精神活動が統一された映像というととができょう。この意味で ，内省
的 ，思索的な内容をもっととばとして使われていた “心象ぬ，および感性的な意味あいの強いことばとし
ての“表象 ぬの両面を含んでいるものであろう。
さて"皮質通勤領では.目や王平などの感覚器を通じて知覚される巡動の方法についての情報(ここに，
すでに態度が作用している)にもとづいて，感情や認識が働らき，自己の体力特性を考慮に入れた述動像
(イメー ジ〉を構成する。そして ，このイメー ジが動因となって意志決定がなされるζとになろう。この
ようにして構成されるイメージIJ;，直接的に筋のl収縮を規制するはたらきをもっているとすれば，述動の
意図や目的にかなうように正しく，確実にイメージを構成する ことがきわめて重要な意庶をもっといえゐ
rehearsa工ともいう)この点に着目して ，最近ではイメージ .トレーニング(あるは ，memtal
が連動学習の手法として用いられ，主と しτスキル(s i:i 1ユ〉の習得に有効なものだとされるようにな
また，このイメLー ジを言語におさかえることによっていっそう明確にするねらいから，イメージの言語化
(v e r b a 1 i z a ti 0 n)も有効な手段とされている。
った。
運動の成立と遂行，ならびにその質的な内容は ，皮質巡動領で構成される巡動に関するイメージによっ
て左右されるものではあるが ，とのイメージに対応して筋が望ましいはたらさをするかどうかは，その人
の筋の特質や，他の情動的，生理的なメカニズムが微妙な影響を及ぼしているものと思われる。
さきに述べた大脳皮質運動領と脊髄とを主とする神経経
路は錐体協系といわれ ，迷動の遂行 (performane)
@運動の遂行退程には ，錐体外路系の神経文配による無意識的な詞整がはたらし
図 1 運動の訟もな神経経路を示す
校製図
を主とするもので，連動の協調 (c0-0 r d i n a ~ i 0 n) 
という面を従とするものだといわれる。
皮質脳大
とれに反して ，
錐体外路系は述動の調整を主とするものである。
錐体外路系の大脳皮質中枢は前運動領、(る ，8野〉と
呼ばれているが ，錐体路系の中枢である運動領(4野〉
と密接友達撃が保たれている。錐体外路系は ，図1κ示
すとbり，前運動領 ，皮質下の諸核 ，脳幹綱様体 ，小脳
を含んで，意識と開J長なく ，自律的K運動の調整作用を
行なっているものである。運動の協調』て訟ける中心は小
脳I'l:あるとみ念され，最近 ，脳幹綱様体が重要な位置を
占めている ζとが明らかにされてきた。
錐体外賂系のはたらきは無意識的なものだといわれる
が ，大脳皮質運勤領κないて構成される運動遂行の計画
?
????
??????
(意詩的なもの〉をその遂行過程において反映し， 連動の強さや ，経過 ，ならびに分配などを無意識的に
調節して，随意、通勤をスムーズに，確実に行なわせているものであるから，意識とまったく無関係だとは
いい切れないものであろう。むしろ，この二つの神経系が相互に密接なかかわりをもち ，運動を計画どお
りに遂行しょ勺とするいっぱう，そ¢計画を受けて .)華麗iがスムーズに .I1買序よく ，確実に行なわれるよ
うに協同し允はたらさを営んでいるものと忠われる。
槌意連動を調整する作用を ，最近では体力 (m0 t 0 r f i t 11 e s sとしての意味)の重要な側面である
とみるようになり，これを調整力 (co-ordination)と呼んでいる。これは ，いままで述べてきた錐
体外路系の神経支配をさしているといえよう。この神経系の構成と神経回路からみて，次のような内容を
含んでいることがわかる。
D リズム o バランス 0 タイミング o 1) :ラ yクス o 集中力
これらの内容は ，巡動における基本的な要素であるばかりでなく，その効率や経済性をも決定する重要
なエレメントであるが ，本質的には神経の機能に属している。錐体外路系の神経経路にlま，きわめて複雑
にからまりあっている神経団路が入り組んでいることがしだいに明らかにされるようになった。このため
に ，その機能は ，ある場合には賦f舌イ七され ，またある場合には抑制を受けるという実に微妙な影響が外的.
内的念要因によってもたらされている。おそらく，との機能を促進し ，抑制する刺激のおもなものは，外
部的な祝覚像や音，温度 ，光 ，湿度などであろうし ，内部的には感情や情動，認識の度合い，意志カ ，な
らびに深部知覚などであろう。
だから ，随意造動を行なっている際に ，意識的にはどうする こともできないようなリズムの狂い，パラ
ンスの婦層，タイミングの乱れ，力みすぎ ，散慢などの不測の事態がおこるのだといえよう。
③ パターンの獲得には，つねにばらつきがみられ，それは未熟の段階でζ と比大
きL、。
随意造動を行なう場合には ，それぞれの通勤に内在する潜在的な価値 (potential values)を
労衆的に身につけるようにすることが ，もっとも望ましいのはいうまでもない。このために，違動の方法
が科学的にさまざまな観点や側面カ昨究明され，l進動の具体的，直接的な部面をなす動作，動きについて
の客観的で妥当だとされる外部動作の型 fフォーム〉と，それを習得させるための理論を背景とする学習
過程が原則的に設定されている。運動のパターン (pat ter n)とは，具体的な身体の操作 (phy白ic<ll 
ma n i p ul a t i 0 n)とその学習過程の両国を含んだものといえよう。だから，遂動のパターンを獲得す
ること は，その通動のポテンシャリテイ (potentiellity)を効率高く身につけようとするねらいに
裏づけられたものだと いえる。
随意通勤の遂行は，さきに述べてきたとおり，錐体路系と錐体外路系の神経支配を受けている。とれら
の機構は実に複雑 ，微妙で，まだじ呼うぶんに解明されていない部面も多いといわれている。 しかし，と
れらの神経系は，身体の内面的 ，外面的な刺激によって，その機能が賦活されたり.抑制されたりするこ
とが明らかにされている。
通勤のパターンを獲待しようとして行なわれる学習では，そのパターンに含まれている科学性，いわば
巡動技術をどのようにして有効に身につけるかが重要な課題となる。つまり，この客観的な諸条件をその
個人の主体的な条件に適応させることであり ，主体的には ，この客観性をもっi連動技術を内面的に体需l地
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することである。ところが ，主体的な条件は個々人によって千差万別であるから.との学習によって独得
される巡動のパターンは，それぞれにニュアンスの典なる表出がなされてく る。との状態を，との研究で
は迦動技能といっている。
運動のパターンは，イ固定化した既製のものではなくて， 自ら科学性をよりどころにし，創意と くふうを
こらして造りあげてゆくものではあるまいか。との意味で.，運動技能を形成する過程では，選動の習熟も
さる ことながら，そとにはたらく心的体命l幼2重姿な役割りをになっているといえよう。
④ 基健体力の充実は，運動の遂行を左右する姿件である。
随意濯動は .大脳皮質漣動領での計画にもとづいて遂行され，これと巧みに共同作用をする錐体外路系
の調整作用によって，スムーズに ，確実に行なわれるものである。この際に ，身体のいろいろな器官や系
統がこれに直接，間接の多与をしているが，もっとも直接的なはたら伊をするものは筋肉や内分泌腺であ
る。したがって .通勤に関係する各器官 ，ことに筋肉の構造と機能とが ，通勤の遂行と調整との基礎とし
て重要な位置を占めていることはいうまでもあるまい。 i華麗lを行なう場合に，目的にかなうように進軍bの
パターンを獲得しようとする意図が強ければ強いほど ，その通勤に要求される動きや動作をしなければな
らない。この要求に適応するためには ，そのまF斤乍を可能にする基礎的な条件として ，遜動能力の程度や質
がじ#うぶんに高められていなければならない。このような面を運動適性 (mot 0 r f i t n e.s s )とよ
び，また，体力ともいっている。
ととるで，体力はいろいろな内容を含んだばく ぜんと した概念で，実に多様な意味で用いられているよ
うである。観点や立場の相速により，また広狭さまざまな範囲と内容を含めることにより，この意味限定
は多様になされる。
体力を総合的な身体の力とみる立場では s身体の形態と機能，および精神力をも含めた総力とみること
ができる。しかし ，形態と精神的な側面は ，機能と相即不能な関連をもってはいるが ，その基礎であり ，
背景となる意味あいが強いので，とのこつの側面を除いて身体機能を体力の中核とみなしているのが一般
的である。さらに ，身体の機能的な側面を巡動 (ph Y s i Caユ activies)に限定して，それを体力
とする立場もある。体育の専門的な用語として用いる場令には ，このように巡動を行なうのに適応する巡
動能力 (巡動適性)を体力とよぶようになっている。この意味の体力も，さまざまな運動の基礎となるよ
うな選動要因をこなす能力という限定のしかたをして基礎体力とよんでいる。
体力は次の二つの視点からみるととができる。
a エネルギー発現の質と量からみた体力……とれは，身体の発生するエネルギー の質と量から ，そ
のエネルギーが力，スピード， パワー，および仕事畳となるというみかたであって，それらは体力として
の生灘的要素と次の.;tうに対応をしている。
筋力 (8 t r e n gt h)………..・H ・-・… 力
〉 パワー(power)
敏しよう性 (包gility) …...・H ・.，・H ・- スピー ド 〔仕事率〕
持久性 (e n d u r a n c.e )・…...・H ・.. 仕事量
b エネルギーの有効な活用からみた体力 ……これは ，からだをどのように操作するかという面で.
さきにみてきた調整力 (cnordination)をさすもので ，タイ ミング ，リズム ，バランス ，リラ
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yクス，集中力が含められる。
C 主として筋¢准質からみた体力……・・これは ，a ， bの視点でとらえたものの基礎と して，力の
作用が効率高くはたらくかどうかをきめる性質をもっているもので ，柔軟性(frexibi工it y)がこれ
に含められよう。
体力の要素が相互にどのような関係をもっているかについて ，重量考までにく猪飼方式〉を示しておとう
図21こ示すように .
図2 体力の要素
体力の三つの要素と ，
カ
それに対応する牧躍的
要素を次のようにとり
出している。
国
筋力…...・H ・.力
敏しょう性…スヒ三ード
持久性・・・・・ ・持続時r~
これらの相互の関係
は，三つの壁をもっ三
パワー の持久性
次元の空間の中に表わ
せるとして図2を示し
え述 しいる。この図で明らかなように ，カとスゼ
ードとがいっしょにな
見ピー ド
日五五コ
ってパワーをつくり出
し，力と持久力 ，また
スピードと持久力がそれぞれ組み合わさって力の持久力 ，スピードの持久力となっている。そして ，すべ
ての選動では ，比率が異なっているが力とスピードとがつねにいっしょになっているし， また， )筆動には
多少の違いがあるが持続時間がある。したがってパワーと持続時間とがいっしょになっているはずだと し
て ，これを図の中の三本の直交紬にかけた漁師の網のように中だるみの曲面で表わしているι
この図は ，体力の三要素と捗理的な要素との関係をみごとに ，明解に表現している。また}これからそ
れぞれの体力を身につけるための具体的な万法を暗示しているといえる。
⑤ 通勤の遂行過程には ，必然、的にフィ ー ドパ y クがなされる。
図 1に示したように，筋には筋紡錐 ，躍には腿紡錐と呼ばれる深部感覚の受容器がある。また ，関節の
骨膜にもファーター，パチニー小体がらって ，この深部感覚をつかさどっている。とれらの感覚は，身体
各部相互の位置 ，進動の様態 .抵抗の度合い .重量などを感ずるものだといわれる。この梓経路は .筋紡
佐+小脳→ 歯状接→ 視床→大脳皮質巡動領 となっており .この回迄がさらに錐体路系につな
がっているので .あたかも .白動制j御回路をなしているといえる。したがって .遂動の遂行における実際
の稼態がたYちに進動領へ伝わってくることになり .そこで .計画の修正や変更が決定され .この修正に
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もとづく新たな計画が再び遂行されることになる。このようなブィー ドパフク回路は .巧妙、な身体のメカ
ニズムの中でも .ことに絶妙なものだといえよう。
運動のフー-}-'''''::1ク(feed.baCk)は ，この自動能1)御回路によるもののほか.自や耳などの感覚
器から知覚される外膏胎ヲな情報も.重要な素材となるのは当然のことである。との面で.教師の示範，友
だちの誤技 .映像 .巡動bの説明 .短所・長所の指摘などが有効な手段となる。
⑤ 運動の習熟とは u反射 ωの形成にほかならない。
目的にかなうように.巡動のパターンを身につけるために行なわれる述動の学習では ，試行をつみ重ね
ることによって，したぬいにからだの動きや動作が円滑に確実にできるようになっていく。運動の円滑さや
確実性が増すことは .これまて・にしばしば述べてきたように.錐体舛路系の神経支配，つまり.調整作用
の機能が高められるからではあるまいか。中枢の神経のシナ yプスは.未精で実に多くの筋肉とつながっ
ているといわれるので.中枢における興奮がこの多くの筋肉にその作用をおこさせる可能性をもっている。
特定の動作がほぼ箇定化してくることは.その動作の遂行に必要な筋肉群がしだいに集約されて反応をす
るような，神経の疏盈とそのサー キ y トが形成されるからであろう。この疎通が形成されないうちは .こ
の動作の遂行に直接関係のない諸筋肉までが反応をし .その動体のぎどちなきゃ余分なエネルギーの発生
がおこっているものと思われる。
調整力の作用は .さきに示したとおり無意識的.自律的な過程においてはたらくものである。 との面の
機能が優位になるととは .巡動の歯ヲ過程が無意識的に行なわれるととを意味するものといえる。動作の
遂行が意識の関与と無関係なものを“反射泌と称しているが.随意巡動が無意秘的に遂行されるようにな
ることは.との意味で.反射巡動iこしだいに近づくことだといえる。
反射とは .意志によって発動される通勤ではなくて.意志と無関係におこるもので .あらゆる行動の奉
礎をなしているものである。この中枢は .脊鈍から大脳皮質までの中枢性神経にあり.それが効果器とで
形成する経路を反射弓と称している。この反射弓は
受容器→知覚神経→ 反射中枢→違動神経+筋肉
から構成されているもので.知覚神経から進動ニューロンまでの聞に介在するエユー ロンの数が多ければ
多いほど複雑な反射といわれるのである。もっとも単純な反射として知られているのは .膝蓋鍵反射で.
この反射弓は
筋紡鈷+ 矢哨神経+ 脊髄の逆動平時経細胞→ ~動神経→ 苅是四頭筋
である。これに比べて .多数のニューロンを介在するものは複雑な反射といわれている。
随意i準認bが反射に近づいたとしても.その神経路は複雑に入り組んだものであって .単純反射として取
り扱かわれるようなものではなくて .複雑反射 ，あるいは高次な反射と呼ばれるものに近づくものである
う。そこには ，なお.意識や情動の影響が多介にはいりとみ，その動きゃlt1Jf乍における微妙な面を左右し
ているものと思われる。巡動のパターンが固定化することは .随意週動が反射に近いものになるからであ
り.この状態でもなおかつパターンが“ばらつき 凶をみせるのは .そこに内的 .外的な要因による影響の
及ぶζとを意味している。大脳の作用は .l峯動の遂行と調整に重姿な働きをし .それを活性化するばかり
でなくて .逆に抑制するはたらきをも持っているのである。
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l2J 体育学習にお{プる学習態度
① 随意運動の学習過程にはたら〈心的体制の典型と ，それに影 響を及ぼすもの。
いままで。遥動学習の特性について.おもに大脳生理学の面から検討を加えて詳しく述べてきたが.こ
こでは.との研究の主題である学習態度が巡動学習において，どのような意味をもち.どのような位置づ
けがなされるか，そして，それがどのような課題性をもっているかについて述べておきたい。
随意選動の遂行には.連動をどのようにして行なうかという1運動の計画を明確に立てることが.運動を
正しく.確実に行なうための決定的な条件である。そして，この計画が実行に移されるためには .意志力
(気力)が大きなささえとなり推進力となっている。また.実際に行なわれる巡動が計画どおりに正確に
行なわれるには.連動の効果器.とくに筋の機能状態とそのはたらきを調整する作用との両面とが巧みに
協応して動らく ことが必要である。との意味で.その個人の体力特性は .~笠動遂行の基礎的要因として重
姿な位置を占めている。また.実践の結果は.巧妙なヴイー ドバ yク回路によって大脳に知覚され.ここ
で計画の再検討と修正がなされる。その計画がさらに実行に移され.選動の質的な変容がしだいになされ
るようになる。
このように.濯動の学習過程を構造的に把握しているが.このそれぞれの過程に心理的.生理的.社会
的なさまざまな要因の影響が及んでいることに気づくのである。これを模式的に示してみよう。
参|情報の知覚トー 一一〔遂動技術.関Jω
ーー 一ー一一 〔感情.情緒特性〕
一一一一一ー 〔イメージ.認知力〕
一一一一一一〔違動神経.筋の特到
(フィード・バyク〉司一一一一一一一一〔深部知覚，視・聴覚的素材〕
←ー一一一ー一--
j人格特性 i
i-体力特性 (
この図式は.運動の学習過程にはたらく{，;'剖体制と.それに影響するおもなものを模式的.典型的に示
したものである。 遥動の学習過程が.このすじみちどおりに展開されない場合も多いし，それぞれの過程
に影響する要因もけっして単純ではなくて .複雑にいりまじったかかわりがあるものと思われる。
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しかし，典型的には .この図式に示したようなすじみちをだどるのではあるまいかo
a 情報の知覚と感情のからまり
続.聴覚をとおして外音Eから提供される選動についての情報はさきに示したとおり(図 1) .イ悩→
祝床を経て大脳皮質造場J領で受容される。この知覚路の機能で注目しなければならないことは次の二点
であるJ
ア この安城路は .大脳皮質からの抑制作用を受けている。
「心ここにあらざれば見れども見えず，聞こえども聞けず。」と古くから言われているように .
外部から提供される祝 .階、的な刺激は .糾桝にそのまま受容されるのではない。 これには.吋2
に大脳皮質からの抑制がはたらいているといわれている。すなわち .その時点での意識の水準に
よって，との知覚は大き左影響を受けているのである。その運動Kついての興味とか関心の程度
κよって，その知覚の度合が兵念ったものに在ってしまう。ととK，ナでに選択的な受容がなさ
れているのである。
意識の情明度は ，内臓の働きと自律的な関係が保たれているといわれている。だから ，その時
の身体の健康状態がとれに密接念かかわbをもっているものでもある。
イ 情報の安悦には .感情・情緒のはたらきがからまってくる。
感情の中枢は視床下部にあるといわれている。 この知覚路は， この部介を経由するものである
以上 .感情がこの知覚にからまってく るのは，むしろ必絹句なものと思われる。
b 運動像の構成と意志決定
すでに知覚の過程において選択的に受容し.感情要素のからまった惰-報は.大脳皮質において記
憶と照合され，分析や .総合.対比.補充などの思考がはたらいて，蓋然的な進動{象が構成される。
さらに.高次な創造性思考や論理的な思考が加えられて.違動の謝す計画が決定されるようになる。
つまり .その巡動が具体的に実現される可能性をもったイメー ジが脳裡に拾かれるのである。とれ
に意志決定がなされて .~盤lfì)) は遂行されるはとびとなる。
連動の遂行についてのイメージの構成は.実際に鴎司される活動の内容を規定するもので.きわ
めて重要な意味を持っているととについては .いままでにしばしば強請してきたところである。 こ
のイメージは.その人のもつ認知力によって決められるであるう し， 組験の累積tによる遥動に関す
る意欲 .また，自己の体力特性などによって直接的な級制を受けるものであろう。
c 運動の遂行と.そこにはたら〈回避と接近
意志の発動によって ，~運動は錐体路系と錐体外路系の共同作用のもとで推進される。いっぱうは
意識的なはたらきによるものであり .他方はほとんど無意識的にはたらくものである。ことに.無
意識的に行なわれる調整作用によって ，述動は強きや，時間の配分.パランス .緊張と弛緩などが
巧妙に調整されている。とこるが.錐体外絡系の神経経路は .図1に示すとおり大脳基底核.赤核.
などのいわゆる大脳辺緑系を経 .また，脳幹綱様体を経由して通勤神経細胞に達している。そこで
この遂行過程がこれらのメカエズムの影響を受けて .複雑で微妙な表出の様態が繰りひろげられる
ことになるのであろう。
ア 大脳辺緑系の選動への影響
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大脳ば新皮質と旧皮質とで構成され .それを連絡する部介がある。との両者を連絡する皮質と.
旧皮質とを合せて大脳辺縁系(limbic system)とよんでいる。この系の機能のおもなも
のとして， 自律機能 ，原始的な感覚.原始始的な記憶 .情動，本能などの自己や種族の保存に大
切な機能に関係の深いことがしだいに明らかにされてきた。
このことから，通勤を行なっている具体的な局面において生ずる情動が，その無意識的な遂行
を突如と して狂わせたり，あるいは思わぬ成果をあげたりするような事態をひきおこすことに注
目しなければならない。情動は ，感情に比べて根強く植えつけられているもので.とれを変容き
せることは容易ではないが， 経験によ って形成されたものであるうから.これを変容させること
ができるのであるう。
イ 脳幹網様体の通勤への影響
大脳から延髄への移行部を脳幹とよんでいるが，その部介にある網様体は新皮質の活動を高め
る作用をもっているといわれるすなわち，大脳賦活の機能が脳幹網様体の重要な機能だといわれ。
ている。大脳の活性化には祝床下部賦活系も重要なはたらさをしているが.その機能は .主とし
て外部刺激ならびに内臓などの自律的な刺激によって，皮質全体K持続的 ，緊・張的な賦
活作用を及ぼしているのに対して.網様賦活系は筋紡錐などの体性感覚器からの自己知崎にもと
づいて即効的 .ー相動的な機能を強めるものだといわれている。だから，選動遂行の実際の局面に
おいてもたらされる深部知覚を過敏にとらえ.認知や注意のはたらきそ高め.いっそう選動の遂
行を充実するものである。また.意志、力が新皮質の機能を高めるはたらきをもうといわれるが.
マグーン(Ma gOUn ，H .W. ) によれば .意志的な努力は下行して網様休を刺激し， とれが再
び新皮質へフィード -':>~:;Iクされて ，大脳皮質運動領からのインパルスの発射を強めるのだとい
っている。
以上， 運動の学習過程における心的体制を構造的にみてきたのであるが.運動の遂行過程は.それほど
単純なものではない。そこ円複雑で微妙な意識と無意識とがかかわbおい，'tーた，体力特性などの身体的な条件
も不可欠な要因となっている。しかも.これらの背景に .その人に個有な特性としてのパースナリティや
価値体系などが根強い影響を及ぼしている。
だからといって，巡動の学習が困難で .てのほどとしょうがないというものではない。だれでもが.し
ごく簡単に，いつでも .どこにでも実践できるという一面をももっている。それぞれの目的と意図にもと
づいて .楽しく ，計画的 .組織的に実践することがもっとも重要であろう。しかし，その際に.進動学審
のメカニズムを明確に把握し .それらの根幹となるものをおさえておくことが大切だと恩われる。
② 学習態度は運動を遂行する計画の立案と推進に重大な影響を及ぼしている。
態度は行動の質を左右する媒介変数として位置づけられるもので，行動をおこさせる内面的なはたらき
における特有な傾向性をきしている。外部的に顕現される行動がどのようなしくみと契機とによーておζ
るものなのかについては ，はっきりと解明されない面もあるが.根本的には，内面にはたらく心理的，精
神的な機能が行動を志向づけているもので.それが物理的，社会的な環境要因とからまって ，実際はきわ
めて複雑な行動が展開されているものと思われる。
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行動を合目的なものに方向づけ，志向づける内面的なはたらきは.さきに述べてきたとおりであるが.
とれを要約すると.認知過程 ，感情・情緒過程.意志過程に大別できるであろう。これらの櫛E過程は .
それぞれが独自にはたらくというよりは.相互に密接な関連が保たれて総合的.一体的なはた らさをして
いるものであろう。しかし，説明し.記述する立場からは.とれらを分けたほうが便宜的である。
認知 .感情 .意志の心的な体制が .随意違動の遂行を志向づける重要な要因であることは ，いままでに
再三にわたって強調してきたと ころである。とのIL'的体制は .いうまでもなく.個々人の逆動についての
経験によって形成されてきたもので.その様態は .おそらく千差万別であるう。ある者は.認知的な機能
が他の機能よりも多分にはたらき .またある者は，情緒的な機能が他の機能よりも多分にはたらき .また
ある者は意志力が俊位を占めるなど .そのはたらきに個有な傾向性のある ととは当然なものと思われる。
その上に.認知のしかたそのものについても多様な傾向がもたれているであるう。このような全体の均衡
や.それぞれのはたらきにおけるf固有な傾向性を“態度"というのである。 運動の学習に際してはたら
く態度が学習態度なのである。だから.態度は，外部的に表出される顕裂としての進動とか .行動そのも
のをきすのではなくて，これを志向づける心的体制における傾向性をいうのである。また.学習態度も.
単に ，積極的に ，まじめに，規律的にj連動を行なうなどの意志的な側面ばかりをさすのではなくて.それ
らと一体にはたらく認知過程や感情・情緒過程をも含めてt添われるのは当然なことである。
きて ，~量動の学習や学習場面に即応してはたらく心的な内面の機能は.長い人生における経験によヲて
形成され .身につけられたものであるから .その時点では .その人なりの特色をもつはたらきかたをする
はずである。つまり，運動の言十商を立てる際に ，個有な“受けとり方ω ，“考えかた .J “感じかた降、
“決意のしかた"があるものと思われる。このような，その人なりになされる，(.;的な機能のはたらさのし
かた，はたらかせかたは .特定の傾向性をもっているものだといえよう。したがって.運動を行なう際に.
具体的にはたらく内面的な機能には .態度そのもののころもがかぶせられているとみることができょう。
このような考え方や感じかたにもとづいて .実際の運動が表出されるはこびとなるのであるから.態度は.
その時点におけるレディネス(readness)として重要な部面を占めているといわれるのである。また.
態度が行動を生ぜしめる準備的な性質をもつものとしての“構え凶を意味しているともいえる。
このようにみてくると.学習態度は .随意造動を遂行するための計画づくりと .その推進を規制するも
ので.実際に行なわれるからだの毅作や動きの質的な内容に重大な影響を与えていることが.はっきりと
わかるのである。
@ 学習態度の形成は .運動学習の全体構造と密接な嗣連をもっている。
通動の学習過程において， 学習態度が重要な役割りを果たしていることはじゅうぶんに理解されるけれ
ども， 実際の遂行過程には ，この意識的な側面ばかりで解決する ことのできないものがある。 いわゆる・
意識と実践のずれは巡動の学習において ，つねにみられる現象である。どのようにすればよいかは.はっ
きりとわかっているが.実際には ，そのとおりにからだが動かない場合が多い。
学習とは.観察 .練習 .訓練などの経験によって ，多かれ少なかれ，行動の質的な変容をもたらすこと
である。すなわち， 意志の統制にもとづく身体の支配を有効に確立することだといえよう。との意味で.
意識と実践との}数をもたらすことが理想なのである。
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ところで .意識のま 』に身体の動きができないのは ，身体の動きを決定づける生理的な条件として.
a 意識の支配を受ける骨格筋の特質
b 意識の鹿与しない錐体外路系の調整作用
c 運動に関係する内臓錯誤官の機能の特質
をあげることができょう。これらのはたらきは .遥動の成就の基礎となるもので.さきに示したとおり.
体力として充実していることが望まれるものである。そして，これに感情~情・動による微妙な影響のある
ことについても，すでに述べた。
客観的で妥当な巡動技術を合理ー的な判断にもとづいて.意識的に適用する側面と .それを可能にする基
礎的な条件としての体力特性が .~連動の遂行にとって霊安な意味をもっている。 さらに.この二つの側面
がからみ合わされる練習.訓練の過程と.それが展開される場の条件とが適切に紗りこまれて.しだいに
意識と実践のずれを紛少してゆくものと思われるψ
このよ うにして.~運動の質的な変容が期待されるのであるが . 同時に . 巡動の学習退程や結果から. 意
械的な側面への変容もまた期待できるところである。 i重鍛lの学習が，単に .身体の露IJきや動作の効率を高
めることだけがおもなねらいであるならば.それにふさわしい訓練の方法はいくらでもあろう。
また，選動が意志の関与しない部面をもつからといって，この部面の強化だけがなされるようでは.まこ
とに片手落ちのそしりをまぬかれないといえよう。 要は.学習のメカニズムとその全体構造を明確に把握
して指導をする ととが大切である。
学習態度は .行動の変谷を方向づけるはたらきをもっているが.さまざまな行動の成果がそこにとり入
れられて形成されたものでもあろう。 “できる 凶とか “できない凶ということ ・“すぐれている“とか
“劣っている・などの遂軍b成就の様態が学苦手態度の形成に影響を及ぼしているばかりでなく .運動を遂行
する身体の性能(capacity)としての体力特性も.その形成の背景となっているし .学習の過程や場
における抜酌 .人間的なかかわりも .その形成の要因としてみのがせないものであろう。
このようにみてく ると .学習態度の形成と変容とが .逆動の学習内容や学習活動と相即不離な関係をも
っていることがわかるのである。だから.その好ましい変容を期待するためには .意識的な側面からアフ・
ローサするばかりではなくて.実際に繰りひろげられる行動そのものの変容を可能にするアプローテもあ
わせて .意識と実践の両面から取り組まねばならないであろう。
2 研究の目的
この研究は .体育における巡動の学習過程に働く学習態度の様態を把鐙し.2妥ましい学習態度の形成と.
その安容をもたらす諸条件を実験 ・実証的に究明して .学習指導の改善に役立てる。
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3 研究仮説
この研究の芳2年次における主要なねらいは.学習態度の変容をもたらす諸条件をみきわめることであ
る。しかし.とのねらいを達成するととは .方法上きわめて困難な尚題が山積しているばかりで .決定的
なものはないというのが実情である。それは .学習態度が溺うを遂行する際にはたらく.認姉'9'.感情的.
意志的な過程としての内面的な機能であるからにほかならない。外面的に顕現される昔m的行動の様相は.
客観的に把握する手法が確立されてはいるが .内面的なものを探求することは容易なことではない。学習
態度に関する研究は.これを把握する上での方法において .すでにこのような問題があるのである。
だが i学習態度は具体的に表出される外音防予動を方向づけ.その質的な変容に影響する変数であるから.
外部的に表出される行動や記述をてがかりとして推測することができるはずである。 この前提に立てば.
ある基準に照らして観察される行動に.整一的な変化が認められるとすれば.との変動をもたらした学習
態度にもなんらかの変化がもたらされたものとみることができるからである。
さて.学習態度の変容はどのような条件によってもたらされるものであるうか。この条件を究明するた
めに，学習態度の本質と構造からみて.次のような研究仮説を設定した。
(1) 仮説 1 
く運動の学習過程にはたらく学習態度は .体力特性と相即不厳な関係が保たれているはずである。
だから，体力を充実 ・強化することによって，その変容を期待することができょう。〉
学習態度は，機能的Kは運動の質を媒介する変数としての重要な位置づけと役割タを果たしているが ，
その形成は経験的念背素K よるものである。す~わち ， 運動の学習をとj;> して形成されたもので，と と に
運動技能の程度と深い関係が保たれている。運動を行なう際K適用される運動技術を意識的K判断しで練
習する過程によ って，運動のパターンはしだい陀獲得されるIうになるが ，その基礎的な条件をたすの叫
個々人に個有の体力特性である。体力は .運動のパターンを獲得するための能力 (ability)であると
同時に，パターンの獲得の穀蕗を左右する性能(cap'aGity)を秘めているとみることもできょう。し
たがって .運動の遂行と推進の計画段階では ・この体力の特質をじ略うぶんに考慮、にいれて .実現可能な
運動{象を組み立てなければならない。この計画づ4りで件舟才る意識過程には .すでに.特有の傾向性が
絞り込められているのであるから .これを学習態度1どみなl'むとができる。
τ♂、
これらの内容を総合的にみると.学習態度の機能が発掃，されるには ・運動の基礎的な部面をになってい
る体力特性と不司・分の関係が保たれているばかりでなく.むしろ，それらが一体となっているものと思わ
れる。
そこで，体力をよりいっそう資実し'・強化して、その氷準を引言上l茨るととによって，学習態度の変容が
鵬できるように考えられるのである。体力は.さきに述べたとお官隊さまざまな意味規定がなされて
いるが ，ここでは .体育の専門的な立場から運動逃性と阪定Iじだ意味主取り払っている。 この体力の構成
要素やそれらの関係についてはすでに述べたととるであるが.体力づく りについての科学的な研究の進展
は実にめざましいものがあり .その成果を活用した効率の高い体力づくりが行なわれている現状であるo
- 15 -
(2) 仮説 E 
く 学習態度は，遼動の習熟を方向づけている。だから，習熟段階をふまえた学習過程によって，運
動技能はしだいに高い水準に到達でき，それとともに，学習態度は変容されよう。〉
運動のパターンを身につけることが .運動の潜在的な価値を具現するためにもっとも効率の高い方法で
ある。パ9ーンには .具体的な運動のしかたとその背景をなしている運動技術とが含まれているか.けっ
して，固定化したものでもなく.また.既成のものでもない。運動を行なう者が.客観的なものをよりど
ころにして.主体的に創意とくふうをこらしながら追究するものである。だから.運動のパターンを獲得
しようとする過程においては.意識的な側面としての学習態度が重要な機能を来たしているといえよう。
パターンの獲得に適用される運動技術をどのように受けとめて，脳裡にどのように組み立てるか.また.
そこにどのような意志の発動がなされるか.などの運動の遂行を方向づけ，志向づける重要な意志の発動
がなされるか ，などの遥動の遂行を万向づけ，志向づける重姿なはたらきがなされるからである。
このような計画にもとづいて.実際の運動が行なわれ.試行と修正の過程がいくたびとなく繰りかえさ
れることによって.運動のパターンはしだいに獲得され，7オー ムの固定化や動作の効率と経済性などが高
められていくようになる。これが.習熟への一般的な過程であろう。
運動の習熟には.いくつかの段階があり.それらが層的な構成をなしているともとられるし.また.部
分と全体の構造的な内容をなしているともとられるのである。より基礎的なものができなければ.次の高
次なものへの到達ができないとか.分節的な動作ができてはじめて総合的な動作ができるようになるなど
の状態がそこに繰りひろげられるわけである。
だから .運動の学習過程には.習熟を可能にするような段階的な過程を取り入れて.易から難へ.単純
から複雑へ.部分から全体へ.具体から一般へ.感覚から理性へなどの発展的.系統酌な学習が織り ζま
れることが望まれてくる。このような学習過程が適用されることによって.運動の習熟が保証されるとす
れば.学習者の意織面に及ぼす影響は測りしれないものがあろう。成功感にともなう自信の増大とストレ
スの解消.バラエテイに富む運動方法についての認知の深まり.活動への興味と意欲の高まりなどカ湯月待
できょう。このようにιして.学習態度の変容がもたらされ.さらに.次の学習を志向づけるはたらさをも
つことになるものと思われる。
しかし.習熟段階をふまえた学習過程の適用には .個性を無線した函一的.機械的な段階が設定された
り，主体性をないがしろにした強制がなされたりすることは.学習の原則にもとるばかりでなく.本来の
ねらいが達成されなくなってしまうととを.じ唯うぶんに警戒しなければならない。
(3) 仮説直
く学習態度は，情緒・認知・意志の体制化された傾向性である。だから，情緒の安定と満足，K忍知の
深化・拡充，意志力の高まりの保証される学習活動によって，学習態度は変容されるであろう。> .・
いままでにもしばしば述べてきたように.学習態度は .運動の学習にさいして働く内面的な機能であっ
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て.感情と情緒.気拡と認識.意志のはたらきにおける傾向性であると定義してきた。運動のような行動
的なものを方向づける内面のはたらきとしての情緒.認知.意志の作用は .それぞれが独自な機能をもっ
というよりは.むしろ.それらのはたらきがー休となって作用する性質カ噴いものと息われる。
これは.大脳における機能の局在のあることが実証されていると同時に.それらの機能が宅融監なや梅田路
によって結合的，全体的なはたらきをするものであると いう ことが ，しだいに明らかにされてきたことか
らもいえるのである。だから.じれらの機能の相互関連性が重視されるもので，態度の内容として別個に
抜かうことのできない面をもっているといえよう。
学習態度は ，実際に展開される学習活動を規制すると同時に.その学習活動i主立って逆に規制されると
いヨ， 具体的な行動の経験をとおして変容が期待されるものである。だから.その望ま しい変容を求めよ
うとするならば.運動学習における学習活動をできるだけ望ましいすがたで展開するようにしなければな
らない。この観点から.仮説1.仮説Rも導き出されてきたが，仮説庇も同様にして設定されたのである。
① 情緒の安定と満足
感情ならびに .勝情の複合体としての情緒は.求心的な神経の知覚路にある視床下部の主宰するも
ので，内外の刺激に対応して.快・不快，好 ・悪 .悲 ・喜.優・劣.哀・楽などのなんらかの感じを
.伴なう状態をきしている。これらの感じには.身体反応が付随することと.そのl感じをもたらした刺
激の対象に接近と回避受容と拒否の万向性をもっということが.注目されるところである。
運動を行なおうとする際に .入力系に情報と して提供される刺激に感情がともなわれ.とれについ
ではたらく変換系における認知と意志.さらには出力系の身体反応に接近と回避の方向づけをするこ
とで，感情・情緒の作用は運動の学習をある程度左右するはたらきをもっている。また.運動の時々
刻々の過程，および結果はフィー ド・パ yク系をとおした刺激がさきの矢喰路へはいりこんでくるの
で.これによっても感情はひきおこされるのである。
このようにみてくると .知覚される内吉凶包.外部的な刺激が感情をひきおこしているわけであるか
ら.とれらの刺激を吟味して.感情の安定と構是に役立つように配慮する指導が望まれる。具体的に
は，実験的学習指導の項で述べるが.説明の内容と表現 .場の条件としての物的な整備と好ましい人
間関係の調整 .発達と能力に適応する学習過程の編成と適用などが基本的なものとなろう。
@ 認知の採化・拡充
客観的で妥当な原理や法貝Ijを明確に認識して .それを運動の遂行に際して適用することは .運動の
質を保証する上で .もっとも中核的な役割りをもつことはいうまでもない。大脳皮質運動領において
逗動をどのようにして遂行するかという運動の言十函を立てることが.実際に顕現される運動に使用さ.
れる筋肉の収絡を規定するものだと いわれるので .いかに認知の機能が重要であるかがわかる。
この際に.皮質運動領では .身体のいろいろな筋肉の収縮をひとつひとつ考えるのではなくて.運動
の全体像を構成すること .つまり .運動のイメー クを描くことがその役割りであるといわれる。この
イメージに意志の発動が加えられることによって .まとまりをもった共同的 .拾抗的にはたらく筋の
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収絡が .一定の機序と脈絡を保ちながら作用するものだといわれている。
このメカニズムからみて.運動の方法を認知することによって構成されるイメージは.客観性と至
当性に主主づけられ ，実現の可能性をもつことが条件となってくる。この条件がもりこまれるように.
認知を深め.ひろげることが.運動の遂行と成就の質を高めるとととなる。それが .態度の変容に量
響する ことと もなろう。
③ 意志力の高ま D
運動の直接的なにないてとしての筋や腺のはたらきは .中，枢の機能を反映するものである。すなま
ち.大艇における機能が高まっていれば .来穏でこれを受ける効果器の機能の高まりもみられるもd
だといわれている。大脳のはたらきを高め .促進する賦活系には .脳幹網綴賦活系と祝床下音l賦活;干
の二つがあるといわれ .この二つの系からの活性作用を受けて大脳はその機能を営んでいる。 ζの犯
性化を促進するものは .内・外両面ヵ、らの刺激であり.ことに注目されるのが内面的穿刺激としてE
意志力て・ある。 意志の努力は .網様賦活系にはたらきかけ .それが大脳皮質にフィド ・パ7クされと
鴎各によって.大脳の賦活作用をするものだと いわれるp
ところで.大脳には .そのはたらきを亡取にコントロールL.抑制する機能があって.もてる力ι
限界をつねに下回るようにエネルギーが使われているという.いわゆる.大j脳抑制がはたらいている
一般的には， 最高能力の約70%程度の抑制作用がなされているといわれている。ところが， 意志土
は.この心理的な限界を引き上げるもので .もてる力の約 80%程度を集中的にひきだす作用をする
ものだといわれる。
意志力とか気ブJの高まりが.この大脳のからくりからみて.いかに巡動の遂行で重要な意味をも乞
かがわかるのである。 意志力は .運動の計画と .計商にもとづく実践の過程 ，ならびに実践の結果に
ついてのみとおしが正確になされ.確信に満ちた行動が展開されるときに ，じ申うぶんな高ま りを銀
待できるものであろう。
4 研究の方法
(1) 研究仮設の検証
学習，態度の形成に関するとの研究において .介 2年次研究では .学習態度の形成と変容をもたらす諸条
件を究明する ことを主要なねらいとしている。この課題へのアプローチとして ，実際の学習の場における
児章生徒の学習態度が ，どのような条件設定によって変容するかを確かめるために .上述の研究仮説を設
定した。この仮説を検証するのに.次のような方法とてつづきとをと った。
① 多様な運動場面における学習態度を把鐙するための逮脚湯面調査(M.S・T)の実施
② 予備的な動態観察と諸調査(発育 ，知能 ，生活環境 .体力特性 )
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@ 予備的な実験学習指導と心的反応の調査
④ 実験的学習指導の実施と学習態度の把握
(2) 研究の対象
① 児童・生徒，
小学校マは・第5学年の児童を.中学校においては.第1学年と第2学年の生徒を対象として研究を行
なう。
@領域
とりあげる運動の領域は.器械運動と陸上運動(競技〉とした。このために.研究協力学校・学級を依
頼して継続的に研究を実施できる体制をとった。
E 研究の内容
予備調査と実験
(1) 運動場面調査 (M.S.T.)
① 説査の趣旨
学習態度の形成と変容に関する研究を行なうにあたって .まず ，研究の対象となる児童生徒の学習態度
がどのような様態を示しているかを把握する必要がある。そこで.研究を開始する時点における児童生徒
の運動学習に対するレディネスとしての学習態度を .概括的に把握するために .運動場面調査を実施しお
そして，この調査をとおして.学級集団，および個別にみられる一般的.個性的な態度の様態をてがかり
として.本実験を実施したいものと考えた。
② との調査を実施する基本的衣考えかた
運動が具体的に鴎告される場面は，運動の種目 ，実施する人的な構成.自然的・物的な環境，時間の経
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過などに応じて実に多様である。動きの様:t~ も時々刻 ""'1こ変化している。そこにはたらく意識的な側面も.
これらの多様性と主変化とに対応して，実にパラエテイに富み，また複雑多岐にわたるであろう。
この変転やむところのない運動場面にも.基本的，典型的な運動様式や形態がみられるし，連続的な逮動
の流れを縦断的に区切ってみることもできる。このようにして.逮BVJ場面における典型的な運動様式やそ
の縦断的なひとこまにスボ y トをあてた場合に，そこにはたらいている意識的な側面としての学習態度も，
との条件においてとらえることができるものと思われる。
学習態度は.意識的な状態なのであるから，なんらかの感じゃ考えとして脳裡に印象づけられているは
ずである。典型的な運動場面を提示した場合でも .この印象づけられた意識内容を想起するととは容易な
ことであろう。しかし ，それが .具体的な運動場面に直結してはたらいているものではないことは明らか
である。この場面を想像して .そこにおそらくはたらいていたと思われる意識的な内容を思いおこすので
あるから .時間の晶盈にと もなった他の影響が与えられている。だから，このようにして把援できる学習
態酪'j..その運動場面にはたらいている状態そのものを示すものではないが， これに類似し.あるいは.
これと大同小異な学習態度とみることはできよう。
運動場面に条件づけをした場合に .その条件による特殊な状況に対応した限定された行動がなされるし，
これに伴なって，心的な反応もある程度限定されたものになるのは当然、である。この反応を予想し，学習
態度の構造からみた多面的な内容を選択肢にもりこんでおけば .それらの中から.類似なもの，あるいは
同様な性質について同意を示すことになろう。
このような考え方にもとづいて，運動の場面構成を数多く行なって， それらについての反応を総合的に
まとめ .運動場面に対応してはたらく学習態度の様態を把握しよ うとしたのである。
論査問越と ，その構造@ 
〔調査問題〕a 
次のような運動場面において ，あなたは ，どのような考えや感じで運動を行ないますか。それぞれの遼
動場面における四つの選択肢の中から .もっともよくあてはまるものを一つだけ選んで，その符号をOで
かこみなさい。
また .それぞれの選択肢の内容について .いつも.どのような状態が多いと思いますか。右の
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b ~臆問題の構造〕
ア 選択肢の構広内容
各問題の逐択肢には.学習態度の構造からみて.情緒的なもの .認知的なもの.意志的なもの
と活動的なものとの四つの内容がもりこまれている。
イ z選訳版への反応
選択肢への反応は 2段構えにしてあって ，まず，それぞれの逐鍛陽商において予想される四つ
の内容の一つを選んで反応する。そのうえで.四つの選択紋にもりこまれた内容どとに.その出
現の度合いについて反応するというしくみになっている。このような反応機式によって .もっと
も著しくはたらく意識的な側面をひきだし .さらに.それぞれの側面のはたらきの様態をみるこ
とができょう。
@ 調査の対象
この調査は .研究協力学校・学級の児童生徒について行なったもので.小学校では第5学年の児童 .中
学校では第 1・2学年の生徒を対象とした。
① 結果と考察
a 運動場面に対応する学習態度の特色
胆3) 運動場面にがける意識の傾向 (予備調査による〉
〔教師Kよる運動方法の説明) % 
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C友だちの動作の観察〕
小 5 男長lO.~，;'-1.::"'~:誌がt.~~弘5 ':~~::i:"i} . ，!;，ふ=生活t~\\i8. 8¥(d[8.羽
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凡例 ~認知 匿翠盟意志
図 5は，それぞれの運動場面にはたらく学習態度の傾向性をパーグラフで示したものである。 間企の対
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象から .小学校第5学年男子(4 8名〉と中学校第2学年男子(48名〉とを代表的にとり出し .調査問
題の運動場面にもりこまれた四つの選択肢を一つだけ選んで反応した応答率を示してある。
この図によってわかるとおり，それぞれの特色をもっ運動場面には，これに対応して認知.意志 ，情緒.
活動性などの反応がそれぞれによ持色のある傾向をもっていることがわかる。小学校第5学年の児童と中学
校第2学年の生徒とでは.各場面で .微細な面の相違はあるが .概活的にはほとんど同様な反応傾向カ翠
められる。これらの酔色は次のように要約できょう。
ア 運動場面の特性に応じて， 認知，意志 .情緒 .活動性への選択的反応の様態が異なるが，総括
的には，意志的なものへの反応傾向が朝司にみられる。
イ 思考的な側面の強くはたらく運動場面は .くりかえし練習を行なう場市や練習労燥のあがらな
い場面などが代表的なものである。すなわち，くりかえし練習の場面では.一回ごとの前ラで.
自己の技能上の欠点を矯正しようとする思考が強くはたらいているし .練習匁万裂がさっぱりあが
らない場面ざは ，どのような原因でうまくできないのかという思考のはたらさが・他のものより
ち強いことがうかがわれる。
ウ 意志的な側面の強くはたらく運動場而は，好きな運動を実践する場面と .友だちの動作を観察
している場面などである。好きな運動の実践では・いまよりも，もっとうまくなろうとする意志
力が強く作用しているし .観察場面では ，自分の番がきたらうまくやってのけようとする決意を
強くもっていることがわかる。
エ 情緒的な側面の強くはたらく運動場面は.むずかしい運動を実践する場面である。ここでは，
できるか ，できないかが不安ちならないといった情緒的な感じが支配的である。
オ 活動性が強く要求される運動場面は .友だちの前で模範をするように指名された場面と .練習
分凍のあがらない場面などである。模施的な動作を行なおう とする場面では ，練習のときと同様
にしぜんにやれるという活動的な反応が高惑を占め，練習効果のあがらない場面では，練習をや
めてしまいたくなるという活動傾向がめだっている。
b 漣動場面に対応してはたらく学習態度の機能状態
図4 学臨書皮の機能状態
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図 4は，それぞれの運動場面において .学習態度がどのようなはたらきをして，認矢1:.急志 .情緒 ，活
動性などの機能状態をもたらしているかを示すパーグラフである。とれは .運動場面において予想される
反応内容を四つの選択肢にもりこんであるが .ζの選者胡支のそれぞれについての応答率を総体的にまとめ
て表わしたものである。そして.この応答を認知，意志 .情緒 .滑車j性のそれぞれの側面についてまとめ
てある。これによって， 運耕易面にはたらく学習態度の認知的，意志的 ，情緒的 .活動的な様態を推測す
ることができるものと思われる。
運動のさまざまな場面において発揮される態度のはたらさを ，“いつもそうする ぬ.“はっきりしない1
“そうしない ω.の三つの範囲にまとめてみたが .tれをとおしてわかる ことは.次のようなものであ
る。
ア 総括的にみて.意志的な側面を他のものよりも強くはたらかせている ことがわかると 同時に .
意志力をあまり働かせていない者の割合いが少ないこえを示している。
イ 認知的な機能を他のものに比べて ，あまりはたらかしていないととも大きな特色といえよう。
しかし .この面のはたらきは.発達の段階によって比重を異にしていることがうかがわれる。
ウ 情緒の機能は .意志カについで発揮されている。
C 遂動場面調査についての総合的考察
運動場面調査は，多様な運動場面の中から典型的なものを選びだして ，これに意識的なはたらさがどの
ようになされているかを概括的に把握すると同時に .研究の対象となる児童2誕の態度の特性を個別に明
らかにすることが主要なねらいである。とれをてがかりとして， この後に実施しようとする予備実験，さ
らには ，本実験の悲礎資料にする計画なのである。
概括的には ‘連動場面の特性に応じて.意識の内容も多織なかかわりあいをしながら働いていることが
わかったし .その内容のはたらきの度合いも場面の相違によって ，さまざまに変化していることがわかっ
た。これらのことがらは .運動場面を適切に読整して構成することによって ，そこに働く意識の内容をも，
ある程度調整することができるのを倍示しているように思える。
ところで.さきにも強調したように.意識の機能は，連動の遂行を方向づけ，合目的的な動作を行なわ
しめる重要な作用をしている。この意識の綴能を規制し，志向づけているのが態度なのであって ，実際の
運動場面で働く意識は.態度のころもがきせられ.その直接の影響をとうむっているといえる。
だから .この意殺には態度がはたらきかけているというよりは ，むしろ，港整そのものを直接に反映して
いるとみるととができょう。この意味あいからも， 学習態度の形成と変容にアプローチするためには，そ
の基礎資料が重要な役割りを果たすものと恩われる。
(2) 予備実験
① 計画の大要
運動場面積査によって ，児童生徒の運動に対する学習態度の慌態を概括的に把握したのであるが ，との
予備調査についで.予備実験を行なってみた。 との実験では .実際の運動学習において ，児童生徒がどの
ような学習態度を示しているものなのかを明らかにしようとすることを主要なねらいとしている。
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そこで=体育において取り払かわれる領域の中から .器械・陸上・ポール運動の代表的なものを数多く
零り上げて実験的な学習指導を行なった。
学習指導の実際は.連銀d支吉Eの効果的な形成をはかることを中核的なねらいとして実施したもので.襟
準的な学習形態と学習活動とが採用されている。この学習指導を通じて.児童生徒の意識調査を実施して.
学習態度の様態を把握するととについてつとめた。
このような言|箇の中には .学習態度の背景をなす生活環境 .知能の程度 .体力特性.発育の状態などの
諸調査も含められていることはいうまでもない。
② 結果の概要と考察
この予備実験の結果については.第 1年次研究と重複する面もあるので，すべてを取り上げたり.詳細
にわたって述べたりしないで，総括的にまとめておきたい。
a 学習態度の多様性
表1 100n疾走における意志反応
〔図5) 100 m疾走における情務的反応 (中l女〕
(中 1女〉
勝 ち た u、 24・7t%> 楽しい
速 く 定 ろ う 24・7 -
さいどまで走りとおす 18・8 平気
いっ し ょうけんめいに 1 O. 2 
がんばって走 る 8・8 さわやか
離れ ないように 2・9
追 い越 し た し、 2・? 明る い
スタ 一 トを速 く 1・4
やれるだけや る 1・4
|凡降雪とても EZやや 函Nl掛ても品、相手のじゃまをしないよう 1・4
腕 を曲げて走る 1・4
早く終わればよ b、 1 .4 |伊l医週刊 E冨とても
100メー トル疾走に対する意識的な反応をとったところ.表1の意志反応と.凶5の情緒反応で示す
ように ，その犠態が実に多様であるととがわかる。
意志、反応、では .積極的な意志、力をはたらかして.相手に勝ちたいとか.できるだけ速く 走りたいなどの
傾向が強くみられると同時に.負けてもよいから離れないようにとか.相手のじゃまをしないように走渇
などの消撞的な菌や.技能的な欠点をカパーしながら走ろうという面 ，さ らには .どうでもよいから阜く
終わってくれるようにというなげやりな面など.実にさまざまな様態がみられる。
また .情緒反応でも， 1 0 0メートル疾走と いう同ーの課題に対して ，とても楽しいとする者がいると
同時に ，とても楽しくないという者もいて .それぞれに反応の程度は異なっている。
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このような意議反応の多機性は.いうまでもなく .その人の態度の特性による影響を強く受けているも
ので ， 態度の規制力の大きなことがいまき らながら強~される。
b 認知の様態
表 2は，小学校第5学年のサy カー の学習(2時間目 )VCTける認知の機態を示すものである。とれは，
「どのよう念ととを考え(<ふうし)念がら学習したカサ の発問K対する自由記述Kよる反応をまとめた
もので，基本的な技能として身につける必要のあるキ yクとトラ yプ，ならびK試合などl乞関連する内容
にまとめてるる。人数は ，反応、の実数をあげた。
表 2
サッカーの学習における認知の様態
認知の内容 人数
うまく蹴るようにしなければならない 5 
まっすぐ.強く蹴る t. と 5 
ポールにうまくあしをあてて蹴る 1 
相 手 を 決 め て 蹴 る 1 
後ろへ蹴る にはどうするか
キックはとてもむずかしい
キy クのしかたはたくさんある 1 
キyクのしかたがよくわかった 1 
ポ ー Jレをからだでとめ る 1 
ポ ー ルをにがさないよう tこ
ゴーJレキーパ はー手でとめてよい
ポ'.-)レをよく見て守ること
ポ ールの方向をよ く見ること 1 I 
ホ・ーノレの とるがる万向に集まらない 6 
ポジションを しっかり 守る こと 1 
味方 にうまくパスをす る 3 
試合 に 負けな いよう 2 
基礎技術を試合 に 生かす
もっとじようずになりたい 3 
無 反 応 2 
~J、 5 男・女 3 7名〕
これによってわかるとおり.運動の学習過程における
児笈の認知は .実に多様な機態を示している。 ある者は
基本自沈技能に .また.ある者はこれを応用する試合に.
総合的に .というようにその視点が集中され .しかもそ
の内容は .運iIjI服術の獲得に焦点づけられている。この
ような様態の多機性と.その認知内容の焦点づけとは.
|司ーの学習内容に対しての関心や意激が嘆なるからで.
学習態度を直接に反映するものだとみることができょうも
これは同時に，学習態度がきわめて個性的であることを
も示しているといえよう。
c 意志カの様態
図6と図 7とは .運鼓洋習に際して発揮される意志的
な機態を示すもので.図6は小学校第5学年のサy カー
の学習 .図7は中学校第1学年女子のパレ「〆-)レの学
習におけるものを表わしている。努力目標をあらかじめ
示して .その目標についての到達の度合いを判定させた
のである。
学習の題材と性別 ・発達の違いなどによって .それぞ
れの努力白擦に対する決意の程度が異なることはわかる
が.それにしても ，学習する者の内商にはたらく意志力
に ，大きな相違のある ことがわかる。努めて.ねっしん
に学習しようとする者がいる反面 .ねっしんにしないと
いう者もいる。また.自分からすhんで積極的に学習し
ようと決意している者がいるのに， 消極的な学習態度を
いだいている者もある。 これらのさまざ「まな様態につい
て .両国がはっきりと示している。
意志カが遥動の遂行とその質を規制する大きな力をもっていることは.再三にわたっ て強調してきたが.
学習における児章生徒の意志的な側面にみられる様態を把鐙して .学習態度の変容をもたらす適正な指導
をうち出さねばならない。この意味で.この予備実験が基礎資料を提供している。
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o 運動技能の優れている者は .楽しく学習したとの感じを強くもっている。
@要約
予備実験は.実際の遼動学習における児童生誕の学習態度を概活的に把鐙するために行なったもので.
これに次いで笑施しようとする本実験へのてがかりをつかむととにある。これによ って把握できたことが
らを要約すれば.学習態度は実に多機な段態をみせ ，まさに千差万別の個人差を示していることである。
これは.態度の構造をなしている認知 ，情緒 .意志のそれぞれの側面についても.同僚にあてはまる特色
である。
学習の質的な内容を規制する態度の様態が .このように多様な様態であり.しかも個性にみちあふれて
いることは .学習指導にとってきわめて重要な陪題だといわねばならない。同ーの題材を学習し.ほほ同
犠な学習過程をたどる運動学習で. 児童生徒ひとり ひと りの学習態度:ò~ミなる様態を示すことは.いくら
学習内容や学習活動を吟味して適用し丈も.これを学習する者の主体的な条件の違いによって.学習の成
果が大いに異なったものとなることを意味している。 ことに.運動学習では.運動の遂行過程を方向づけ
る意識のはたらさが重要な役割りをになっている。 意識の機能における傾向性が学習態度なのであるから.
これを望ましいものに変容させることが大きな課題となるのである。
この意味から .第2年次研究では.学習態度の変容をもたらす諸条件を究明する ととを中核にすえてい
るわけである。
2 実験的学習指導
(1) 実験の課題性
児童生徒が運動学習に対するレディネスとしてもっている学習態度の機態を，運動場面調査により.ま
た .実際の学習の場において働かしている学習態度の様態を予備実験によって把援してきた。この特色は.
ささにも指摘したとおり .実に多様な様態を示しているととと .それが.きわめて個性的な色彩を濃厚に
もっていると要約する とと ができた。
ところで .運動学習の直接的なねらいは.身体の動きや動作を運動のパターンに適合するよ うに.その
労庫を高める ことだといえよう。つまり.運動技能を高め .伸ばすことである。このためには.客観的な
条件としての運搬技術を科学的に究明して .主体的な条件としての発達の特性と体力特性に適応するよう
にくふうをこらすととや .運動の行なわれる場の条件としての施設 ・設備の充実と整備をはかることや .
社会的な条件としての人間関係を調整することや.とれらを総合的にからみあわせる教育方法の適用など
について.じゅうぶんな検討と吟味を加えた学審指導を行なわねばならないととはいうまでもないところ
である。しかし.運動技能の形成は .本質的には .あくまでも主体的になされるものであり.そのことに
こそ教育的な意味が含まれているといえよう。 運動学習のメカエズムを究明すればするほど.このことが
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いっそうはっきりと把握できるのである。
運動学習のメカニズムで重要な諸点は ，次のようなものである。
o 基礎体力の充実が，運動遂行の前提条件となっている。
0 運動像として脳裡に描かれるイメージによって，遥勤の遂行過程が左右される。
0 意志的な努力によって，運動遂行の計画が推進され，能力の集中的な働きが保証される。
o 通勤の遂行過程には，無意識的な調整作用が働き，遜動の円滑さと確実性が保たれる。
0 運動遂行の様態は，フィー ドパック回路によって知覚され，修正がなされている。
これによってわかるように.運動の遂行(P e r f 0 rma n c e)と協調(coordination)とは.そ
とにはたらく意敢によって左右されるほど重要な影響を受けている。ところが.運動学習における児童生
徒の学習態度は .実に多様な様態であり.しかも個性的な色彩の強いことが特色と してあげられた。 これ
には.運動の遂行過程に好ましい影響を及ぼすものもあろうし.運動技能の形成を阻害する要因となって
いるものもあろう。そこで.学習態度の変容が重要な問題となってくるのである。
・運動学習によって.学習態度の変容がもたらされるのかどうかを.まず究明しなければならないが.こ
の面については.第1年次研究において実証してきたととろである。ついで.問題となるのは.との変容
をもたらす条件にはどのようなものがあるのか.というのであるう。すなわち.学習態度の変容をもたら
す諸条件の究明が課題となるのである。この上で.運動学習における望ましい態度とは.どのようなもの
か.そして.そのような態度への変容を期待できる学習指導はどのようになさるべきなのかが究明される
ことになろう。
この実験は，学習態度の研究におけるこれらの全体的な課題の中で.学習態度変容の諸条件をみきわめ
る意図で行なおうとしているわけで aその位置づけが明確にされたものと思う。
(2) 実験の方法とてつづきの概要
① 実験的学習指導の実施と.その基本的な考えかた。
第2年次研究における研究課題を解決するために設定した研究仮設は.すでに示しであるが.この仮説
を検証すべく.本研究の焦点となる実験的学習指導に取り組んだ。
運動の学習に際してはたらく学習態度の変容が期待される場は .連動の学習が行なわれる広い範囲に求
めることができょう。しかし.もっとも期待のもてるのは，指導性が豊富に盛り込まれている学習指導の
行なわれる場ではあるまいか。そこには，題材に取り組む学習者の活動と.題材を科学的 .発達的に検討
して指導する教師の活動とが.学習の場面に力動的にからみあっている。その場を統制して a学習活動を
合目的に方向づける教師の意図的な営みがあるからである。この実験も.ここに着目して，研究仮説を実
証的』こ検証しようとする意図で行なおうとするものである。
さきに示した研究仮説は.三つの観点から個別に設定されている。しかし.実際の学習場面では，学習
をささえているさまざまな条件が溶合し，体制化されたものとして働いているのであるから，ひとつひと
つの仮説を個別に検証するよりは .総合的な観点から求めるほうがより妥当なものと思われる。学習指導
計画を立てる際に.このような面を考慮、にいれたが.指導の実際には，とくに次のような諸点に留意してa
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研究担当者が具体的な指導にあたった。
ア 体力を高め.充実するために.とくに題材の運動要因からみて.それとかかわりの深い運動を
選んで .準備運動的な扱いで適用した。
イ 運動技術を科学的.合理的な視点から分析し.性別や発育 .体力などの発達の特性iこ適応する
ように，段階的に学習内容を編成して適用した。また.その際に.からだの動きと!Jl;i)作の背景と
なる原理や法則を適確に理解させることに努めた。
ウ 意志力が高度に発揮されるように.勇気づけるとともに.長所の承認と短所の矯正をするよう
努めた;-s:7'ヒ，学習段階の設定にも.長+難のl嵐長Uを重視し.成功感を豊かに味わいるようにじな
がら自信を深めるようにした。
ェ なによりも楽しいふんいきで学習が行なわれるように，たえず意を用いた。 ζれは.いうまで
もなく .感情・情緒のはたらきが学習の質に微妙て'複雑な彫響を与えることを考慮に入れたから
である。
オ 運動学習で重要な部面を占めるのは.練習・言|献の過程であるから .とくに.じ申うぶんな活
動量が確保できるように.この時聞の配介に重点を向けた。
カ 主体的な学習活動が展開されるように .運lli!J技能の推移について自己評価のできるようにくふ
うをこらした。
② 心的反応の把握と，その分析
学習活動の進展に対応して変動する心的な反応、を明確に把握することは.至難なわざである。どのよう
にしてとれを適確に把握するかが .この実験においてもっとも幽難な問題であり a中心的な課題でもある。t
心的なはたらきを直接に観察して .その様態を詳細にわたって，ありのままにとらえることはほとんど不
可能に近いことである。そこで.外部的な行動にこの心的なはたらきが反映されているという点に策目し
客観的に把握できる外苦阿ヲ動をてがかりとして.内面にはたらく心的な機能を推測する以外に .このてだ
てはないものと思われる。外部行動には .身体の設作.身振り .表情.言語や文字による表現などが含ま
れるが.外音拍ヲに表出される際に.他の要因がはいりこむことになる。
学習態度は.内面的.外面的な刺激に対する，[;剖反応の意識的な状態をさすものであり .これを構造的
にみれば.なんらかの「考えJ，や「感じJ.あるいは「決意Jにおける特有のしかたなのである。だか
ら.これを外部的に引き出すにあたっては.意殻、のはたらく対象や状況に対して “どのような感じがした
か?ぬ.“どのように考えたか?ぬ・“どのようなかくどをしたか?凶などの発聞によって外面化させる
ことが適切だと思われる。具体的には.イメージをひきだすS.D法.記述式な質問紙法.面接法.観察
法などが採用されるわけである。この実験においても.これらの諸万法を多面的に用いて，心的反応、を把
握することにつとめたのである。
このようにして把趨した心的反応の結呆を分析して考察を加えるにあたっては.との方法上の限界をじ
ゅうぶんに考察に入れねばならないことはいうまでもあるまい。
-30-
@ 実験の手法と手JI慎
a 研究協力学校 ，学級の設定と依頼
b レディネス調査
ア身体発達.知能
イ 運動能力の測定
ウ 生活環境調査
エ 題材に対する学習態度の調査
c 本実験の実施
本実験の笑施に際しては.その題材についての学習指導計画を前記の観点にもとづいて立てたこ
とはいうまでもない。そして.これを実施する際の留意点もさきに示したが，その学習過程におけ
る児童生徒の学習態度を .それぞれの時限の終了直後に.毎時間調査したo
d 追調査 (選動場面調査)の実施
(3) 実験の概要と考鋭
学習指導過程の大要
a 中学校l年男子を対象とした実験
題材 “腕立て前転 "
ねらい 「腕立て前転」を行なうために要求される体力的な運動要因を強化しながら .運動技術を適用
する過程において E 認知的 .情緒的 .意志的な側面を強調した学習指導を実施して運動技能の
形成を助長し，学習態度の変容を究明する。
対象 北蒲原君!盟栄町立葛塚中学校 1年A組 .B組男子 84名
町旨導計画の概要J(時間数 5時間 5 0介単位時間)
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時 学習活動 指導の要点 備考限
1 時間目IL準備運動{略)
2. 腕立て前転のイメー ジづくりと動機づけ
? ?
??，
、，?? ?
?
? ?
?
?
?、 ?
?
?
?
?
?
??
?
?
? 『
?
?
?
???
?? ?
??
?
? ????? ?
??
?
ー?
?
， 『 、 ，
，、 ，
?、
?
?????
?，
?、
?????
(2) ハYドスプリング
4. 蔓理運動と評伍 (略)
3 時間 目I2. 前時の復習
3. I立τ的転の練習
(1) 低い高き (2段)で補助者をつけての練習
(2) 高きを増し， (3段)補助者をつけてのu習
(3) 高いとび箱 (4段)での腕立て前転
4. ~理運動 と評価 (略)
ロ 準備運動に“うさぎとぴ・“手御蔵院
“連続倒立"などをとり入九体力をつけ込
o 腕立てwl転のパ~-"を教科f忌示範によ
って把握させ.到達目標への過程のあらすじ
を示して1i~欲をかきたてる。
。 腕立て前転の基礎として， 倒立が正しくで
きるζとと.そのための筋力，倒立のしかた
が必要条件となるので，ζれを重点的に敏習
して，自己評価を行なわせる。
。パデイシステム
の~用
。チョ ター
0運動技能力一ド
(別ri'.)
。 はじめのうちは締助者をつけ，かなり高い
とび籍(緩)上に倒立してブI}~ジをつくら
せる仇しだいに繍助者なしで， 回転区スピ
ドーをつけさせるように1る。との悦とぴ
籍にぬマy トをかぶせて安全をはかる。
。 とぴ箱 (2段)を績Kしてマyトをかぶ也，
手のって3ばりの強さと 9イミングをつかませ
るために 2-3歩助走で行なわせる。
0411緬戚
Dとぴ箱 4台
ロマyト 1 2蚊
。とぴ箱 4台
。 助走をつけ，両足踏切りで行なわせる。と 10踏切板 4敏
ぴ籍にマyトをかぶせて安全をはかる。 10マyト 1 2 f{
D 高さを増し，制の要領と同桟にして行なわ
せるが，と<It..かしらをおとすととと，院
のつつばりを強調する。
ロ 示札指名などによって， ~電所の婿正と長
所の助長に1まを用いる。
〔段階的な学習過程における指導の意図 〕
克 型 運 勤 の 要 領 指 導 の 意 図 課 鍾
I ひじ倒立 すζし曲げたひじの上Kひざを上げ， ゆっくりと L パランスのとりかた ゆっくりと，， 
体重をかけながら倒立する。 2 両手でつくる安定商に，重心をおとす。 つ数えられる。
。補助 樹立 2人l組となり，倒立する苫の両御をささえて立 倒立における次のt吉本条件を徴庇させる。 倒立がいっぺん
たせ，静止させる。 l. 手は， 指をひらいτまっすぐにつく。 に，1っとできる。
Z 両手の間隔を， lil."肩幅にする。
3 両手の援を一辺と1る正三角の頂点を見Q，
4 からだを，すとし弓なりにする。
...L..Jiをよu出:L，
E 倒立~ 2人1組とな弘補助創立から仰を屑にかつま，プ 総立て的転に必裂な，倒立~ プり yジの感 λムー ズにできる。
プリ yジ リを作ってijJK.立たせる。 をつかみとらせる。
lV 合上倒立~ 1. とぴ籍縦(4段)の上哲様立をして前にたおれ， 台上のはしで， 1本的な条件が症のうように からだがよ〈そ
プリグジ プ1)~ジを作りながらおりる。 しっかりと倒立してから， 前官こたおれさせる。 っている匂
。 とび穏にマ3トをかぶせておく。
。 両わきに補助者をつけるu
2 しだいにZピー ドをつけるu
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じ克 !ri 連 動 の 要 領 f首 導 の 意 図 議題
y ，、:11' とび箱績 (2段)IL.片あし踏切りでハンドスプ 手首で行なラ起きはなしと，前転の後半におけ 1ぼやくでき7.p
スプリング リングを行ない，着地1Oo るスピー デ な処理の要舗を把鑑させる。
。とび箱にマyトをかぶせておく。
羽民立て前転 とび箱横(3段)で，前あし踏切りによる倒立腕 L 践を伸ほし，頭をおとしての倒立総転。 腕がよの{申u.
立て宙服。 2. A告の突きはなしの9イミング。 からだもよくそっ
3. 片あし踏切りから雨あし踏切りへの切り替 ている。
えには， とぴ箱の高きを高めるととと，勘定
のスピードをつけるととによって解決させる
。
b 中学校a年女子を対象とした実験
題材 “腕立て(伏臥)横とびこし u
ねらい 「腕立て横とびこし」を行なうために要求される体力的な要因を強化しながら運錫肢術を
適用する過程において .認知的.情緒的 .意志的な側面を強調する学習指導によって.運動
技能の形成を助長し.学密態度変容の様態を究明する。
対象 北蒲原郡豊栄町立葛塚中学校 2年C組 .D組女子92名
。旨導計画の概要) (時間数 2時間 5 0分単位時間 )
⑥ 指導計画作成の基礎
ア 運動のパターン
正面膨淀で踏み1#)り.跳躍のしゅんかんに顔を助走方向に向け(のぞき)ながら，とび箱(横)
上に手をついて，それを軸として腰をまっすぐに伸ばした状態で.とび箱を検にとびこして着地
する。
イ 体力的な必要条件
a 調整力
o 助走 E 踏切りの態勢と強さのコントロール
o 跳躍してから顔を横に向ける操作と，そのタイミング
o 手をつく位置の判断
o 腕と上体とのなす角度と体勢の統制
o からだを検に移動させる力の配分
b 筋力.パワー
o 腕 力一ーーからだの敏しような動きと踏切りの基礎となる
o 上腕 力ー一-- からだをささえて横にまわす
o 腹.背筋力一一一ー からだをまっすぐに伸ばして.その状態を維持する。
o 頭 の ):J一一一一一顔の万向変換を可能にする。
@ 段階的な学習過程と指導の意図
腕立て(伏臥)横とびこしの学習において.運動のパターンを獲得するには
o 手をつく位置を固定するものと 0 手をつく位置を移動するものとのこつの過程が考えられる。
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前者'は.手をつく位置が終止固定されているので .とぴ絡のとびこのの方法で変化をつける過程に重点が
おかれているのに比べて ，後者の方法では .とびこしの技能の高まりにつれて手の位控室を移動さるもので
あるから .髭力を重視するものだといえよう。
この学習過程では .後者の方法(手をつく位置の移動)を採用している。
冗 型 学 習 活 動 指導の怠図 課 題
I 能立てから 1. 両腕でからだをささえ，それを轄として， - 手をつく位置を，つねに腐のましたにするよう 3 6 0度まわる。
だまわし ~を細かく績に効かしてからだを移動させる。 にさせる。
2 前記の喪舗で，いつきに 60度〈らいから - 顔を績に向けるととがからだの方向変換に大き もとの位置に，な
だを移動1る。 な没割りを果たしているととに気づかせる。 ん固でかえれるか
E のぞき 1. とび箱の矯K両手をついτ，いつきに60 - 頭をからだを動かす反対側に向ける(のぞき) 手をつくしゅんか
とびとし -90度くらいからだをまむし制寸。 ととを強調1る。 んに顔を向ける。
Z 手をつくしゅ;んかんにゐ毛手を加えながら . il1i曜のさいには.!震をまっすぐに伸ばさせeb とぴ籍を 2-4段
いつきにからだをまわす。 に高めてもでき石
• 2拍手 1. 2伯子での踏切りによって，のぞきとびζ - 次の3点を強調して行なわせる。 腰がまっ1ぐRこよ
とびとし しを行なう。 (l) 手をつ〈位置は，いつも肩のました 〈伸びていとb
Z 手をつく位置をしだいに巾央怒に移行して (2) のぞきをいつも行なう。
行なう。 (3) 腰をよ<f申ば-fo
W 斜め 1 手をつ〈位置を左(右)錦部に近づけると 手をつく位置をしだいに左(右)端部に移行し 跳躍してから手を
とびとし ともに，動走の距離を伸ば1。 て行なわせる。 っく。
Z 斜めからの助走方向を， しだいに正面に近 - しだいに正面助走が無思なくできるようにさせ
づけるようにする。 る。
V 検とびζし - 金助走による正面からの績とぴζしを行な - 完全な績とびζしのできない者には芋をつく からだをまっすぐ・
う。 位置を中央郵にさせる。 判中ばしてとびと
10 
@ 学習についての事前調査(中 1男，中2女に共通)
〔調査 問題 〕
年組r.氏名
l どのような塑みをもっていまぜか。
鎖 すなどなあまぜ
く ζ ちまんJ
Z どのような予忽が立ちます曲、 (理由については.あてはまるも
のにいくつでもOを分ナなさい。 )
し らりなぜ
製裂で謹ん
(.r ひいもいまい裂
体力をつけた b、 +一→一一トー→一一←
うまくなり たい 寸 ト一一 トー
活発に運動をしたい
- 34 -
うまくできそうだ
一理由一
体力がかなりあるから
思ヨようにからだが動〈から
いろいると考え. <ふうを1るから
とわいと思う ζとも，平気でできるから
いっしょうけんめいRゃるから
運動をするのが，とても好きだから
なんとなく，そんな気がするから
うまくできそうもない
一理由一
体力がとても弱いから
からだが患うように動かないから
どとが悪いのかを，あまり .1:<考えないから
Eわいと患うと，からだがすくんでしまうから
すとしまじめきがたりないから
なんとなく，そんな気が1る
〈らい
もやもや
??????
どのような康じがしますか。
?
???
?????????
明るい
さわやか
1 
危険な安全な
やってみなければはっきりわからない
蓋しい→ー一一寸ー I I I一平気な
一理由一
体力Rこすとし弱いととろがあるから
思うようにからだが動〈場合と，そうでない場合がある
よいととろや，悪いととるかよくわからないから
不安と感ずる場合がかなりあるから
ふざけτしまうとともあるから
運動をするのは好きでもきらいでもないから
なんとなしそんな気がするから
いやな
????????
どのようなかくどで学習しようと患いますか。
1~ んもかつぽつ陀
???????????
楽しい
「ー安全に楽し
あれとれと，ょく考えて
なかよく ，規律的に
いっしょうけんめい に
ζの識'ftt.，学習の事前調査として行なったもので，記入の要綴をその場で具体的に説明した。
学習態度の調査(中1男，中2女に共通)@ 
⑪ 
1 うまくできないの仇ど.のようなととろだと患いますl'Ib
{自由記~)
〔調査の内容〕
4. ζの時lの学習によって，どのようなととがわかりました九
(自由紀述)
どのようなかくどで学習しました九
と寸し とすし とす し
てとな てとな てとな
もしい もしい もしい
なかよく斗ー レーー トかつぽつに-+-←斗ー トーたのしく 4一一←ー ト
「腕立て前転jの学習について
A首 長名年組
とすし とすし
て ζ な てとな
も し い もしい
よく考え寸ーー す一一十ねっしんに十一ー 十一ー トー
a 学習について，どのIうな感じがしましたか内
と すいでどす と
てともちとて
もしならしも
1 学習したととが，うまくできたと思います九
???????????????
??
??， ? 、?????
〈らい
もやもや
一危険な
くるしい
不満足な
f肱立てoiJ転Jm:.r.て織とびとしjの学習の各時間の終了直後民具体的に説明して，毎時間，記入させむ
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明るい
さわやか
安全な
平気な
満足な
うま〈できない
どのような止とろがうまくできたと思います語、
[自由記述}
Z 
との調査は，⑫ 
):，;動技能の段階的評価④ 
学習内容への到達の度合いと ，それにともなう運動技能の程度を判定して学習態度との関連をみるため
4こ.次のような u運動技能カー ド"を作成し.偲人別にもたせて自己評価を行なわせた。
腕E可誌とびこし」お勧r→.b 「腕立て前転J技能カードa 
』ー
種 目 めあ て 月日(， 月日() 月日() 
I 院立てからだまわし
いつきに60度くら
い動かせる
一 一 ト一一一一
nのそきとびとし 手をつくしゅんかん
{とび箱 4段) にい，る飯を杭に向けて
ドーー一ー 一一
I 2.拍子とび とし 履かまっすぐ民 よ
{中央部に手をつく) く{申びている
IV 跳ゃくしてから， 手
斜め助走とびとし をつ〈
ト一一一一
V 
腕立て績とびとL
からだをまつヲぐに
伸ばして，とびと1
氏名組 JVO運動tl.能力一ド運動技能力ー ド 組必 氏名
種 自 め あ て 月百) 月岡) 月日(~
ひぎ倒立
ゆっ〈り 5つ敏え
られる
ドー 一一一一一一ト一一一
補助倒立 いっぺんに すっとできる
一一
倒立 zムー スにできる
~プリ yジ
台上倒立 からだがよくそっ
~プリyジ ている
ハYド すばやくできる
スプリング
腕立て倒転
腕が{申仏からだ
がよくそっている |
.t(できたO.すEしょ〈できたO.ふつうo.あまりよくできないo
できない ×
とてもよくできた@， itしょくできたO.ふつう必
あまりよくできな"，g，できない×
実験の結果と考察
との実験は .中 T男と中2女についてそれぞれ2学級ずつを対象として行ない a集団や性別によって学
世態度の変容がどのような様態を示すかをも副次的なねらいとしている。実験の結果について .事前調査
と各時聞における学習態度の推移を示しながら考察を加えていきたい。
@ 
f腕立て績とびとしj学習への期待 ? ? ? ? ? ? ?
~ 2.0 
〈中2女
311 
〔図I0) 
? ??????
』??
??
?』
?
?
?
?
?
???
? ?
?
?
??
??
? ?
?
? ?
?
??
??
，?
?????
，
?
?
??
?
?
???
?
?
?
?，
?
? ?
??
??
?
?
?? ? ?
?
?
??
??
?
??
?
??
???
??
????
??? ， 、
?
??
?
? っ
?
?
学習への期待
『脇立て前転jの学習への期待
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凶?と図 10とは.事前調査によって把握した学消'への期待を百介率で示したパーグラフである。 学者iJ
tこ対して「体力をつけたいJ.' rうまくなりたいJ• rかっばつに運動をしたい」という三つの視点から.
それぞれの要望についての反応を求めたものである。
両図をみてわかることは .約80-9 0 %の者がそれぞれの望みを多かれ少なかれ.積極的にもってい
ることと.約2-9%のごく少数の者がζれらに対して消極的な反応を示していることである。また.ど
ちらでもないとする者は約2-19 tf>と僅少な割合いであることもわかる。
学制への期待は.その時点における運動への精え(mo t 0 r s e t )を示しているとみることができ.
その後に展開されようとする学智を方向づける働きをもつもので .学習に対するレディネスであIると岡崎
に.学僧態度の一面を示すものであろう。体力は .運動の効率を左右する前提条件として重要なものであ
るし.これを駆使してかつぽつに運動をしようとする活動への欲求とが結集される ことによって.運動技
能をしだいに高度なものにしたいとする要望に積極的な反応を示していることは .次いで行なわれる学1t，J
に積犠的な意欲をもっている者が大多数を占めていることを意味するものだといえよう。しかし.この反
面.これらの要望に消極的 7坂町、を示している者は .学斜に対して消極的な態度をもっていることを意味
するもので .大きなι噛だといえよう。
b 運動技能の程度に対する予想と.実際における自己評価
〔図11) 
うま〈できそ号だ
〔事問
(1的
(2的
(3的
同IP
数字は%を示す。
運動技能の予想 と実 際
(1年A組 42名〉
予想 と 実擦の 8己評価
2年 C組女 (4 9名)
(mliiD 
よ
(1的
(2的
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(1年B組 42名〉
2年 D組女 (49名〉
凶 11と図12とは .運動がうまくできるかどうかについての事前の予想と.実際の学習における自己
の運動機初程度についての評価を示すもので，態度の認知的な側面を表わしている。
中 1男では.この題材は中学校ではじめて学留するものだけに.“ うまくできそうだ "・“うまくでき
そうもない恰という両極にはっきりと位置づく反」むをすることのできる者よりは .“はっきりわからない
というあいまいな判定をせざるを得ない者がはるかに多い割合いを示しているものと思われる。とのよう
な予怨は .自己の経験的な背景にもとづくものであるから .当然なことだといえる。しかし .実際の学習
の成果に対する自三評価は sとの予想とまったく異なり.“ うまくできた ぬという認知に大きく傾いてい
ることを表わし二いる。また .“うまくできない"と予想した者 (21-24%)も著しく 波少し(7-
1 2 %) .“はっきりわからないぬという中途半端な者(約67%)も磁滅(7-20%)を示している。
このよ うに， 学留態度の認知的な伊面についての変容が著明にみられたことは・ この実験の大きな収獲
だといえよ う。
とこるが .中2女では.全体としては予想に比べて“うまくできたぬと評価した者が増加していること
と.“ はっきりわからない ‘とした者が減少していることは .中 1努の場合と同様な傾向を示しているが.
“う まくできそう もない "という予想と .実際にも“うまくできない "と評価した函では .実に複雑な機
相がみられる。
これは.運動技能の向上に影響を及ぼすいろいろな嬰因のうちで.とくに .性的な成熟による影響が大
きな作用を与えているからだと考えられる。
これらの両国から .学智態度の変容がなされていることがよみとれるが.女子では .複雑な傑態を含ん
でいることが特色としてあげられる。
c 認知の内容
運動の学習によってどのようなことがらを認知したかを知るために .r肱立て前転」の1次-3次の学
制によってわかったことを表31こ.r腕立て検とびこし」での 1次 .2次の認知内容を表4にまとめて示
した。
この中には .学習¢中核としての運動技能に関係するものが大多数を占めているが.意志的なもの.t育-
緒的なもの，社会的なものなども含まれていて .学留における認知の内容の多鎌性を示している。とれら
のことがらは.学警J内符や活動と直緩に結びついているもので .時間ごとにその内容が異なっていること
は当然なことであるが.各時間に共通するものもかなりに含まれている。ことに .学習をささえている意
志的なものや活動的.社会的なものは.活動の原則としてさまぎまな運動を行なう場合の基礎となるもの
であるだけに ，学制態度の拡充や深化に役立つているものと思われる。 また .これらの内容を検討してみ
ると.そこに教師の指導が直接に反映されていることがわかるとともに.生徒自身の創意とくふうが多分
にもりこまれていることに篤かされるのである。
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表 3 学自によってわかったこと
(中 1男)
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F.flをお こすこと I2 7ヤ勇気をもってする~I 2 
自 の 位 置 I2' I興味がわいてきたI2 
よ く 考 えて-.lA2 I全力をだしてすること I2 
線留をすることいらいく 考 えてI2 
4封l立の種類が多い 11 I顔をあげるこ とI2 
手の位置によって安定が違う 1 I紙管には順序がある I1 
腕 の力がつ く札 1 I台上ブリ yジは自がまわる I1 
基本を守る ことJI 1下腕.践の力がつく I1 
説明をよくきく I1 IこわくなってきたI1 
きまりを守るとと I1 
倒立はかんたんだI1 
他の人のをよく見ること I2 
踏み旬Jって高く上がる I2 
あしをよく合わせる I1 
自分でくふう するこ とI1 
フォ ム I1 
いきおいのつけかた I1 
跳やくのしかた I1 
カ Y が大切uI 1 
説明をよ くきくこと I1 
?????
， ， 、
???????
??
??
???
??
??
?
? 」 。っ
??
とてもたのしいI1 IそんなにむずかしくないI1 Iとてもたのしい I1 
からだをそらすI1 
手のつきかた I1 
腕を上にあげて踏み切る I1 
足をそろえる I1 
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表 4
学習によっ てわかったこと
1 次の 学習
認知の内容
(中 2女 〕
2 次の学~'
認知の内容 |実数実数
顔を横に向ける こと
手を肩のましたにつく
腔をよく伸ばす
まじめにすること
とても. 楽し い
とぴ万の特色がよくわかった
むずかしい
説明をよくきくこと
よく考えてする
やさしそうで.できない
腕の力が必要だ
とびかたにいろいろある
ねっしんにすればできる
踏切りを強くする
す h んでするこ と
友だちとなおし合う
足をよく伸ばす
勇気を出してすること
26名| 顔を械に向けること
16 I 勇気を出してすること
12 I 踏切りを強くする
7 I 手を前のほうにつ く
6 I足を上げて 伸ばす
3 I とても楽しい
3 I からだを伸ばす
3 I 友だちのをよくみること
3 I 房を前に出すとと
3 やさしそうで，できない
2 I ねっしんにすること
2 I 跳躍してから手をつく
2 I とび越しの要慣がわかった
1 I 友だちとなおし合う
1 リラ ックスが大切
1 I 腕の力が必要だ
1 I とてもむずかしい
1 I よく考えてすること
すすんでするとと
先生のいうと おりにする I 1 
助走のしかた I1 
足の合わせかた I 1 
λ ピーディにするこ と I 1 
とび箱はきらいだ
17名
17 
12 
8 
7 
5 
4 
5 
? ?
?
》??
2 
2 
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d 感情，情緒の推移
(@ 1 3) 
(中 1男A組)
感情的反応の百分率7'ロフィ ノーレ
(中 1男B組〉
』で?モプザf
、、".4ら
:\_:~~い
明 1九--t一一~lζ
、ー て1もιニュマザや
ご三ごヨキ
今、、.
一一-"ぜ、一 、ーー一ー +ーー ーーミ2・三三三
????
??
?
??
??
?
三三三
/' 
で三ζ
????
F 一三二ごて士?一一てて1危
f..- ~~-- ¥j険
ιー ム」一一jな
?? 』三
? ?
?
?
?
?
、
←~ 
J a ←ー 一ー一、、+一_，_
ι三二二=ヲ
戸一←
? ???
?
?
??
?玄て
?????
???
?
?
一¥ン『、宍で:!i
ιとよムムー ←3
6o 80 100% 
満』
足‘
[ 
但 14 J 
?
??
?
??子Z
さ三
? 『
?
?， ? 『
??
??????
?
??
??
?
?
?
士二二~
/ 
¥¥三
一ー とても
感情的反応の百分率プロフィール
2のC組〔刻 一一一 (約2.0 (8.1) 之のD組依〕
明氏凶作争M1務鋭l三子伝2・.91至宝吉1鴻 i〈〔事前〕明世話盗後盗品協物語峰詰仰脳〈
f43)_¥.1 ~ ，t .. " ~ __ -_-_' ~ -'-._..ーt 州必i\O-~-州側1Jマroお政務苧1咽t 〔]次〕 tm羽根\\;\\14刷物'&\段級間以孝重~-:
hw，sw~~.~\~洲町(5 3州\~~'~~;\\<<\:\W~I椛矧3lí~瀦ヨ13.3制 ( 2次〕 附';':i;，I:;¥Cf3J)制球勝海究4略遂ゑ直司麗叫
{6.1) 2，0 
き制移努諺稲川務努務E吉 134売さ芸部制も〔事前〕ぇt(;fi4，3階級36.1)手筋程調暗君主州問も
¥ (8.7) ¥1や 己 ，." .. \九州内~
ゃ 1{87H多忽彰語研li1i器移努牢号制泊三三lmも(1 次〕わ悶司努努努~係誘致~荏圭吾川高言主主j?
か ""-. ..~..ーーー斗61) や や ¥ ". (4ぬ 1"~
幽量悩2乏乏髪(il 揚言語雪璽 (2 次〕か 限【日間務~4り}伝競~ê室部内言語~-'t'
Q 2.~ r.， ，'，，~ _ _ __ _ (4，0) J吻均三)_6J~~::今1751!?IR!??溺ザ危〔事前〕安組幹勾盤緩勾明?で必:2[柄引
全 i酬が物税部協md当選匙通倹 (1次〕全ト払鳩山陽娩J仰路弘物言週5]忌胤凶i険
なむ1.1)，/. I一一一マー¥¥な な /・.，' ， /03，6)な
lt側彬#忽白3.3)'務妨怒沼2阜量処函 ( 2次) t~，;:m，9服務97Á(ω)均務第呈C2.9_H;;:弓制王立
(6.1) 
平MldWE物潅司信量流tg(Z6.5)丸1く〔事前〕山路線功物産罫暗雲塁手国〈
〔8.7)る罰¥ ¥円τft制裁判協移IsQQl猿勿租7.4国 l-(1次〕;岡山防御三時三言語?
，. il&.91ぃ 唱 t ¥ 一一寸Erアケ
悶1(.，&服務努術1，0窃諺怨霊:2保昌~ti:l ( 2次〕 幽主適当盆~GÆ波忽究室三三欝涯童三塁司b
f I刈引)5);:::版物(4必~担! 6.3冒扇議I与 〔事前〕宅問ID:~i，~ 16，9)，~掛孤島仰の1足
、¥ 、、-'-.(色5)ない
自十{IPI附山滅 -'..1明足{013ω): ". .'.皆
な Mr.:H\)恥:断版物防接縄問f 〔 2 次〕な 附協高級殺紘一(4n信事j引がl '~
すとし 匡ヨど%らでもない 霞週すとし 陸ilとても l 
- 4 1 -
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図 13と図 14とは， r腕立て前転」の学留と 「腕立て横とびこし」 の学習についての事前調査と .実
際の学習による結果における情緒の推移を百分率で示したものである。との調査は，イメージ調交として
多用されているSD法Kょったもので，対応するそれぞれの感じを両極K位置づけ ，その程度を5段階K
分けて反応させたのである。
中学校1年男子の 「腕立て前転Jの学習l吃よってみられる感情の推移では ，事前調査tてよるものと， 1 
次(1時間目〉学習VCl:.'ける感じとの間Kは著しい変動がみb:h.るが，実際の学習(1次 ，2次， 3次Kわた
って)VCl:.'ける感じには，それほど大き念変化のみられ念hととが特色といえよう。
また ，.A組とB組とでは ，ほとんど相似な綴態が示されているが ，た':>，危険な感じについて， B組の
ほうK多2がったのが 1次以降の学習Kよって激減をじて，A組と大差のない状態となってhるととが目立っていゐ
中学校2年女子の「腕立て横とびとしJでも，全体的ほ事前のものと実際のものとの変動がかな.!JK大
き〈表われている。ととに，明るいーぐ らい，安全なー危険な，平気なーくるしいの項目K訟いて ，その
友化の大きいととがわかる。また ，c組ではとれらの変化がや』大きいのK比べて ，D組では，あまb
大きな変化がみられなレ、。
過去VCl:.'けるさまざまな経験が累積され ，あるいは総合されて，ある事象や状況に対するなんらかの感
じとして個有されているのであるが ，その時点VC;j;，'いて，それらが行動への接近と回避の誘因となってい
るもので ，感情が行動へ及ぼナ彫響は誤IJ.!Jしれ左いほど大きい。との実験によって，感情の移タ変わbを
はっきタと把握するととができたのは ，大き念成果であろう。しかし ，その変容がととどと〈積極的な面
へ念されたものばかbでは左くて，消極的な反応をしているど〈少数の者が ，比較的不動な位置を保って
いるととは ，注目すべきととといえよう。
e 学習のささえとしての決意の推移
個 1可
(中1男A組)
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図 15と図16とは，r腕立て前転J， r腕立て検とびとし」の学習K際して，どのようなかくどでの
ぞんたかを，事前， 1 次 ・ 2 次 ・ 5 次の学~にわたって調べたものである。との調査も ，さ き K用いた S
D法によったもので ，その程度を “とても防“すとし凶“しないゅの三段階に大まかK分けて反応、を求め
てある。
とれKよってわかるようK:，事前の状態と学習の実態とtてなける決意の程度が大き〈変動しいるととと，
実際の学留に歩いても ，それがか念.!JK:変化しているととがはっきタとよみとれる。
学習活動をどのような意図で推進しよ うとするかを主体的K決めるものは ，V>うまでもな<，意志力と
いわれるもので ，ζの統制にもとづいて随意運動が遂行されている。したがって ，学習Kあたって発揮さ
れる決意の内容と ，その程度が運動の質を規制する重要な鍵と念っている。
とれらの内容で ，もっと も変動の大きなものは ，なかよく学習するという社会的なものと ，かつぽつK
運動をナるという活動的なものであるととが目立っている。また ，反応慈のもっとも高いのは ，楽し〈学
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留するという情緒的なものであt，もっとも低率な反応は，よ〈考えて運動をするという認知的なもので
あるととがわかる。
とζろで，とのような決意は，学習を行念会うとする時点Uてなけるものであると岡崎に ，その学留を推
進させるよう児学習の過程K作用している面があ!?，また，学国の給呆から推測されるという菌をももっ
ている。だから ，とのような決意がなされていたというととは，そのような決意を求めるような学智内容
であり ，学湾活動であったともいえよう。との点1'Lj;，>v>て ，学習態度の変容は，その学習過程が密接念か
かわbをもっているわけでるる。
f 追調査の結果
〔図17 J 運動場面K対応する1(;剖な機能 (追調査)
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〔情緒のはたらき〕
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実験的念学~指導を実施してのち，約 1 か月後K追調査として運動場面調査 ( M S T ) を行なった結果
を示したのが図 17 である。 ζの追調査は ， 実験的学習指導によって変容された学~態!"-;6' . そのど~j:"
hてどのようK持続されているかをみようとするもので，認知，意志 ，情緒，活動性のそれぞれの側面K
分けて，その機能の機態がつかめるようにパーグラフで示した。
ζれと周ーの内容κついて ，予備調査として行念ったものは図5と図4で示してあるので ，それと対
照し念がら特異性をあげると ，ほY次のような点を指摘できょう。
。 積核的な機能性を示す者の告Ij合いが若し〈増加している。
それぞれの運動場面で働〈認知，意志，情緒などの機能は ，その場面の特性に応じて多様な機惑を
示しているが，総体的Kは ，予備調査κ比ベて積極的な茄の増加が目立っている。 ζとに ，ζの傾向
は ， 認知的左側面と意志的左側面~j:"いて大きく表われている。
自己の運動技能を高めようとする意志カのはたらきや ，運動方法Kついてのフィー ド・パ 3クKは
たらく認知力などを積極的に働かせている者がきわめて多〈左ったととは ，との実験の成果として特
筆できるのであるまいか。
。 消権的?をはたらきを示す者の審I}合いも著し〈減少している。
運動に対する関心や意欲の殺事弱さは ，いきない運動の遂行にも消極的念反応を示すととK念.9.運
動学~のねらいを達成する上で大きな障害となるものであるが ， 実験の結果でほ ， ζのよ ラ左傾向を
持つ者が減少を示しているととがわかった。との傾向も ，認矧':i，意志的左側面で箸明κみられ，活
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活動性tてシいても示されている。
o iはっきbわからない」とする中立的な者も著し〈減少を示 している。
予備調査では ，中間的な位置十てほ Y全体の月程度の者が含まれていたが，追調査では 14係.， 31 
%とその割合いが減少していることが特色として目立っている。ととに ，意志的左側面ではとの傾向
が若し〈大きい。さまざまな運動場面K沿いて， iいつもそうし左い」という極端念消極性は ，意志
力の発揮に訟いてほとんどみられな 〈左った。
g 個人的な事例
ア 「腕立て前転Jの学習について(中 1男)
〔凶18)
子会itP1 <IQ.5め P2 (I.Q. 40) Pa <I Q.49) P， (1 Q. 4め PS <IQ.51) P6 (I. Q 4ち
技能について E 1/ v レ~〆
の予想と実際 ヘE 
明 P レノ J レ/ 町〆レ
る
... 〆
a 
情 い E 
さ P 
/ . ノ ノわ
f 
...-ー，.
結
や u ト、色、 E 
安 P 
←L レJ 凶 L.A 全 ~ 的 a 
な E 
弘、・M・ー司
、‘ レノ v 
平 P ノ ... 、 十側 気 r〆a 
な 目 • • 
満 P 
〉
レ4 H 面 • ド〆y / 足 且な 自 ¥、 • N 
な P ネ|
ー
. 〆A k、
か 4〆 げ
〆 tド ー意 よ 目 4 ド
也、 E 
つ r- v μ K ν 
ば
'士" つ 』 V レJ ド|、
h 
に E 
た P 
的 の i:T 
し v 
〈 自
よ P J 人ド| v レ〆 νiノ側 考〈
E 〉|てえ 血
面 ね E 明 :Htm つ 臥、r-. ドこレJし -ド牛コん Vノ車二 E 
- 46-
実験の結果とその考察にあたって ，いままでは集団について一世的 ，全体的な様態を把握するためVてさ
まざまな視点から分析し ，掘すを加えてきたが，と』では，個々の事例について具体的 ，実際的左縫態を
把握するために，個人的な事例の中から代表的左ものを選んで ，分析し，検討するととKした。
図 18では， r腕立て前転」の学習K公ける中学校1年男子(8 4名)の中から品名を選びだし， 技能 .
との関連で示される情緒的，意志的念側面の推移を表わしたものである。 6名を選定した基準は，事前調.
査(p )忙なける学習の成果についての予想(うま くできそうだ，うまくできそうも念い，やってみなけ
ればはっき bわからない)I'L関し， 3様の予想を立てた者の中から2名ずつを選び出したのである。 とと
で選定された生徒(九 -P6 )は，次のよう左区分に含まれている。
うま〈できそうだ一一一一一一一一 -ー-PE P2 
うまくできそうもない一一一一一一一-h へ
はっき bわから左い一一一一一一一- h h 
a P 1 とPz vc.ついて
F¥. Pz ともvc.， r腕立て前転」がうまくできそうだと予想をしているが，その理由のなも左ものは
Pi--一一-いろいろと考え ，<ふうをするo¥nっしょうけんめいKナ!る。運動をナるのが， とても好
きだ。念んと念〈そん念気がする。
と，運動に達する認知，意志，興味左どをあげている。
P ~-一一一思うようvc..からだか窃〈。いっし ょ うけんめいKする。なんと念< ，そん左気がする。
と，運動科峰の良好念自覚と主主去、をあげて ，ともK運動K積極的念意欲をもっている好ま しさが目立つ
ている。また，二人とも“うま〈なbたい愉とhう極めて積極的な要望をもっている。
学習についての技能 ，情緒 ，意志の推移I'L:I>'いて ，P1 ， P 2 ともK大き念変動の衣いととがわかる。
た':， Plは事前Vてないて， r腕立て前転」は“すζし危険だ ぬという感じをもっていたが，実際の学習
では ，その感じも消しとんで “とても安全だぬという感じに傾むいているととが目立つ程度である。
Pz の運動技能の評価が，やや変動を示しているが ，ζれと情緒的な面との対応では， “満足だ凶とい
う総合評価がみどとK一致を示している。また，意志的な面では ，かっばっさと思考性とにや』弱い菌が
示されているととが老げられよう。
b P 3とP.vc.ついて
P3とp.とは，技能的な予想、KたいてともK“はっきbわからないぬという中間的左立場をとってい
るし，その理由として次の点をあげている。
P3 一一体力がすとし弱い。長所や短所がよ〈わから念い。
h 一一一身体支配の能力が弱い。まじめさがたT7i¥.r>。
と.P3 では体力の弱さを自覚し ，P. は意志的な欠陥を認めている。また，うま〈衣bたいという要
望では，P3 が “すとし要望するぬと しているし ，P. は“ふつう 凶という程度である。
とのような予想や要望で質的な相瞳がみられたが ，実際の学習Kよる技能Kついての評価は，著しい相
違を示し ，P3 が終局的K“とてもうま〈できた凶としているのK対し，九 は“ふつう"だというとと
ろK落ちついている。.
情緒的な側面と意志的な側面では ，P 3 ' P. ともK変動が認められるが ，ζとK凡でとの移動が大
きくなされているととがうかがわれる。 2人ともI'L，学習の事前VC:l>'ける心的念はたらきが，学芭"(1(ょ っ
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て該極的な方向VC~容しているのであるが ， との傾向にはP1 やP 2 Kみられない大きな変動が特色だと
いえよう。
PS では ，明るい応じ ，さわやかな感じ ，安全左感じ，念かよくするという人間的念関係などに大きな
変化が認められ .P.では，とれとほぼ同様な面と満足念感じK変化がみられる。 しかし，危険念感じは，
最終的K予想、に逆戻Dをしたし，ねっ しんさでは気まぐれ左面がよく示されている。
c P.はP.vcついて
P
S とP6 とは ，“ うま 〈できそう Kもない凶という予想、を立て ，その理由と して次の点をあげている。
PS 一一一ー休ブJが弱い。 ζわいと思うと ，からだがすくむ。運動を了するのがきらいだ。
九 一一一ーからだが思うようK動かない。あまP考え念い。まじめさがたDない
PS は ，体力的な面と情緒的な函の欠点と ，興味のないととを理由とし .P 6 は，調整力の弱さ ，無思
考性やふま じめな面のあるととを理由と してあげている。しかし ，“うまくなbたい ぬという要望では，
2人ともK積極性を示している。
学習の進展;rcつれて ，運動技能の程度κ対する評価は ，二人の問K極端な違いが示されている。PSは
終止不動K“うま〈でき念い凶とし.P 6はしだいK向上を示したと評価をしている。
情緒的な側面では ，P 5 が消極的な面K集中づけられているのK比ベ .P 6 では，積極的な方向K移行
しているととが特徴となっている。とのような情緒的な変動が，運動技能の程度を高める要因となってい
るのが ，技能の程度Kつれて変容されるもの念のかを明らかKするととはできないが ，むしろ，との両面
が相互に密接な深い関係をもっているものであろうと推察するのが妥当だと思われる。
意志的左側面での大き念変容は ，P 5の人間関係(なかよく)VC ;lo~v>てみられ ， 他Kは ， あまタ認めら
れないが .P 6 はPsvc比べて積極さがやや目立っている。 ζとvr..楽し<.よ〈考えて ，ねつしんに ，
などの点では差が大きい。
d 要約
学習態度の偽・緒的側面と韮、志的左側面とKみられる変容は ，運動技能の程度と深い関係をもち ，その推
移Kつれて変動がなされている。技能的:rc.程度が高いと評価した者は ，その勤きが少なく ，技能の程度が
中位にあると評価した者では ，その変容が著明K表われている。しかし，技能の程度が低いという評価を
〈だした者Kは ，あま b変化の認められない者と ，大きな変動を示す者との異左った様態が認められる。
学問態度の変容は，とのようvr..運動技能の程度と極めて密接な関係が保たれているもので ，好ましい
学習態度の変容Kは ，児2量生徒の運動技能を高め.{I申ばナ学問指導のなされるととが肝要だと思われる。
それKは .j=旨導の仮説として述べた諸点(体力の強化 ，白熱的段階を保証する指導 ，情緒・認知・意志力
を高める くふう )が基本的κ重袈なものであろう。
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イリ 「腕立て械とびとしJの学問Kついて(中2女)
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'」図)1ては，中、学校Z年生女子( 9 2 名).を対象之して行なった実験的学~指導「腕立て横びと し」 の
者月比守り手序自態度iの調査結巣食個人別Kまとめたゐのであるb とれは，中学校 1年生男子の場合・と同
様に，亨概査院よって示さ.れ雄助技能の形成附す為予想Kもとづいて， 3段階からそれ守れ'2名ず
♂摺足して3号、とュ移民叫，;K，師、o _.:!切阻か'~f:J:みとれる之とがらを概活す古古川のま うま点が指摘で
きょう。 勺，:i-Sち 1 証.-，( '"・ .:_， l 
-foi l予想と実際民事1.る技能についての評価，1こは.かなりのずれがみられるr。 . q 
、j宅自句事前VS}'r-士衿f予想芦は .P 7 と-P6 とは“うま 1くでき・そうだ凶と答え ，Pg とPlOとは“はっき
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bわからない 凶とし， P" と P12 と は “う ま 〈 で きそうもない ぬとの判定を しているの~ ， 実際の学習K
よる結果では ， ζれがか左 9~変動をしている ζとが表わされている。 ζ とに， P. ， P 10' P 1 2では，
とーの変動が大きM。
， 事面iJ~ ;t，>ける予想、の理由と して ，生徒たちは次のような ζとをあげている。
P7一運動をするのがとても好きだ。
P 8 __，1恵、うようにからだが動〈。とわいと思う ζとも平気でできる。運動をするのがとても好きだ。
;t P 9 体力が弱い。ζわいと思うととが多い。
P 10-一担、う ようUてからだが動かない摂今が多い。長所 ，短所がよ〈わから左い。なんとなく。
P11-一ー思うよ うvcからだが動かない。とわいと居、うと ，からだがすくんでしまう。念んと左〈。
P12 体力がとても弱い。思うようKからだが動か念い。
ζれらは，運動K対する態度とみるととができゐが，これらが総合されて ，うまぐ“できる恰とか“で
きそうもない "という予想となっている。との予想が，実際とほとんど一致しないほど(tL{o，j弱念ととが指
摘されたが ，ζれは ，男子の場合とは根本的K異i7:る傾向である。
項目~九九~~EK徒 P7 (工Q，41) P ( 55) P9 (57) P 日(47) P'l (59) P12 (41) 、』、-
上七 体 霊 27.7 29.2 30.2 25.7 25.8 29.7 
比 胸 問 4 7.1 48.0 4 空~5 51.3 48.3 52.1 
「て示ー ツーァスト A 4 5 4 2 4 i総合判定
とれらの生徒たちの形態的，機能的念面については，上記のと公bであって ，比体重ゃ比胸囲の大きい
者でも “うまくできた ぬと判定を くだし ，運動能力だけでも評価のずれを理由づける要因となっていない
一ζとがわかる。
また ，知能との関係づけもできにくい面をもっている。
0 情緒の推移は，溢勤技能の程度についての認知と深い関係をもっている。
学~!の進展にとも 左って感ぜられた情緒の移タ変わ D は，運動技能の程度Kついての自己評価とみどと
に対応、を示しているととがわかる。 ζれは，からだの勤きとか動作が求心性の神経団路(フィー ド・バY
:7回路〕κよって，その様態が大脳皮質K伝えられる過程には ，感情，情緒の中枢と しての視床下部と密
接念連絡が保たれているもので ，運動の結果が直接K情緒反応を伴衣うというメカエズムKもとづくから
であろう。 ζの態度の側面と しての情緒的な反応の推移が ，運動技能の程度と笑K深い関係をもっとと叫
態度の変容κないて極めて重要な意味を含んでいる。
仮説 (2)及び (3 )で推測したよう(tL ， 態度変谷の条件と して~熟段階をふまえた学~過程をとる ζと
と，情緒的左満足，安定の保証される学自信導のなされるととをあげた。好ま しい態度(情緒的な側面K
関レて)を形成させるtては，その遥動技能の程度を効率的に高めるととが必要だと痛感される。
O 意志的な側面における機能は ，原良IJ的にi単語b技能や情緒の推移と同翻を示 してはいるが，必ずしも，
これらとの偽速は密接でないものと思われる。
P11が示しているよう (tL，技能の程度Kついての評価と情緒反応とが低い段階に位置づいていても ，意
志的念作用は，必ずしも低いとはいえ左い。 PS では ，技能の程度がしだいK低下をしたと判定している
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のI'C，意志的1i:面では ，ほ Y不動なはたらきをしているととを示している。 P12では ，技能の判定も情緒
む動きも積極的な方向K移っているの!'L， ζれにつれて変化しているのは“活発さ ぬと“楽しさ・を図ろ
うとするものだけで，他のものは不動な様態を示している。
とれらを総括して，技能や情緒の高まタ十てほぼ向調を示した高まbのみられるのは ，活動性(かっばっ
κ)と楽し〈しようとする意志カであることが目立っている。
情緒反応、が技能と直接的念関連をもっととKつhては，さきに述べたとお、bであるが，意志力と技能と
は容易K一敬するものでは念い。とれは ，運動が意志決定に従って遂行される部商と ，情動などの影響K
よって無意鰍的に遂行される部面とを併ぜもって刷るととと ，意志決定を忠実K反映するととのでき念い
体力特性に影響されているζと.l;>よび ，神経的な循環回路の形成に時間的念要因がからんでいるととな
どの訟もな理由Kよるからである。しかし ，意志力の発揮は ，運動技能の効果的念形成十ては不可欠なもの
で ，とれが強ければ強いほど ，技能形成の飽率を高めるものだといえよう。
との個人的事例を通じて ，たとえ，技能の程度が低くとも，意志カは高度K発揚されているととがよみ
とれた。 ζのととから ，態度の側面と しての意志力 (気力)!'Lついての変容は ，指導技術Kかかわる部面
を多分Kもっているといえるようでるる。運動の学習場面の構成と学習内容の編成Kもとづいて ，意志力
が高度K要求されるよう念学自活動をさせるようI'C，児童生徒を動機づけ，はげまし ，それK追い込むよ
うな手法は指導技術というととができょう。研究仮説では， ζの点を ，仮説 (3)Kl;>1，nて 「意志カの高
ま.TJを保証する学習指導Kよって態度の変容がもたらされよう ，と推定をして会いたが，とれは，との
ような指導技術をと b いれて行なわれる学~指導をさしている。
むすび
「学習態度の形成とその指導JK関する第2年次研究1'Cl;>いては，運動学習の指導K際して“学習態度
がどのような条件によって変容されるか“を実験・実証的K究明するととを主要なねらいとして研究を行
なってきた。とのためK . ~事礎理論の探求，予備調査 ，予備実験 ， 実験的学習指導 ， 追調査などの手法と
手j債をつ〈し ，それぞれの研究内容をそのつど詳細K論述してきたととろである。 ζhでは，との一連の
研究を通じて明らかにされたζ とがらを，学'BJ指導に結ひ.つけて結論的K述べてむきたい。
〔学習態度の変容三もたらす学習指導上 の要件〕
エ 起動技能の進歩・向上が効率高く期待できるような指導をするこ とが肝要である。
とここ;;7" = -=ミ
学凶態度は， f勃の質的念変容を媒介する変数と しての役割bと位置づけK重要左意床がある。運動学
留に沿いては ，その直接的なねらいである運動技能の形成を左右する働きをもつのが学習態度なのである。
そとで，この可逆的な関係も成立するであろうという研究仮説 (2)を設定し ，学習の結果として形成さ
れる運動技能によって，学智態度が逆K変化するので左かろうかと予想した。そして ，ζの研究によって，
そのととを実誌とできたと思っている。
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在とるτ?，漣動枝能者殺棒高:<-形成す石Ii..必 Vどは，1 さまざま念要因カi復雑'vtがらま!:J~ふてはいるが ，
!とどに .1その避動の')~1}'一二仰を適確に J順次的(rC適用するととが焦点となろうn 運動のパターンは，運動
を行なうために要求される答観的で妥当方E療班や法員Ijから副P出三れえもの寸 j身体操作の典型左もいう
ペ・き.，めで(';h¥るd だからてとlAっイJぞtれは，けつ』して固定的 i既1成的なl込ので政衣ぐ ，発展的，創造的な
面を多分Kもつものであ!:J.また，層的構造と系統性を含むものでるろう。
I ~: ζの運動のパタ'.::J;/を獲得する過程l イウぎり.運動技能の形成過程には ，と<(rC ，習熟と関迷こヨけた学
智謀粧を構成b台濫用する?‘とと'ぐ実験例で示した一ょう VC)‘が中核 正なるが ，その際 VC，その様
説.f運動頃樹情的うま系統性子三げ;&)らう択。め石ので'左<'-C ，体力的左側面;争意識的左側面.環境的左側理など
の多面的な柄容を総合的'vc'，%']1 ピぢど、とか必婆セ・あろう占いわば，技術的な指導段階のてっ奇的~適朋では
lぜぐ吋 ，情合・学習í!æ-行ちも、企冨与とど知肝要で~ß ' ， どればfって，人l湖の総合的;1力が統合されて勺る運
動技能の質的念変容がじ4ザふ;4k崩待合:':5'(ø"~思ιムギL-
品℃えり'f'チkじて形成さまt詰運動技能り遥歩γ|匂JJI[ょぷて ，学習態度の変容がもたらされ，モオろが，そ
句情ぽで、司ゴiυ1デV宋Jでとしでjさらlt" ぞの~l't行主主われる五百勤学習への?構え " としての機能をも っーと
そとk宏之SJ百二トド_'i.¥_ .T~~ ¥ 川 '1'0:、白川 .."1 ，""'--r.1 r 
f♂'i. ! 基礎体力きを充実 '強化す~.ょうーな手法を採・り入れた指~ーをする こ が必要である。
人学習態度't;t .，運動の学習 K際じて ， もつばら浬争遂行的7R7九九Þr;-èJその結尭ρ修Eといそ内，~VU:'>け弘億fき' 'èl:''é~証言fr?をJé弘主右手十.~~ 'è)ど弘、i ，i言動の:孝行代は ，とのE十l品~~I与量を受けて働〈運動の~~
官〈筋ゃ牒など〉が実際的な役割タを果えJ0でいるば拘JTぜ〈よ;iぞれr6カJ自桂百五存住注記lも受け，ほ
とんど意志の関与念しK働いているという複雑なメカニズムがあるだから， ζの筋の性能ゃ神経系の綴能
が ，運動の計画をそのま h遂行する ζとができゐ状態Kなっているか，どうかというととが基本的な問題
となるわけ、である。とのような面は，V>つばんK“基礎体力ぬと呼ばれてi，'!i，次のようKまとめるとと
がでぎよう。
I~ 観 点 物理的性質 l 運動要因
方.J f.l~ ~j~ JLド溺 [f ド、十万1èls ~T g沿いが川“、 !I¥'.-;"j ・1
z II'!元三位以トム土i，J{ほじJ タ性 ti~"i'r ?t y)~ -I 
3 
巳0， 芸品/附τρ粥祥続欄三吋L1h持'A.:元!t ~i~ 'du 白百ゐ〕、
1
基礎体力
， ぜ聖炉事三斗ι揖.，C 尭、 平刀 eió~~~-) .I"':，-j I 
~I .) 
。 エネルギーの活用
L旬 手駒f告勾 写宣告4静竿獲量 ë.tJ:ts帆曜 if'(l'ぉtヨ~õ血性
i (バランス，リズム，リラ yクス，タイミング，
f ま ?ちJ]長持主鴇予
1町 湖毎も)ピ性j"恒粘ヂ弾性It.Jド:1)架ν事~.. 'í~~ë~ f弘元 iBLiittjj IUihlLd 
阪量至理T?考書鳴、首種事と奪繋主用俺を央丸掲¥o$:主同急 ζとはす運動@遂千壬が基本的民l生意識の扶態たか
的住宅33ヤ判長七TUf年~;t苓怖がま， \Vf: ~t虫、情動計Tと U;できる状態効ねë;;.;
望盃し以のはいうまオもあるまい。つまタ ，意識と実践のずれをdfJさんする警告事る?桔善唾?伺3予る
といえよう。だから，基礎体力が充実 ・強化されていれば，運動の遂行と協調とを効率高〈行なうととが
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でき，それがひいては学習態度の変容をもたらす有力左条件となるものと思われる(研究仮説 (1J)。
実験的学習指導が短期間K行なわれた hめl'L，その範囲ではとの仮説を確実K実証する ととはできl'L<
かったが，学習の過程Kシける生徒の綴態は ，その体力特性を反映する多様な活動効巧ラなわれているのを
随所K観察できた。また ， それが学~態度K影響を及ぼしているととも把握できた。
基礎体力の充実・強化を図る 「体力づく.TJを学習指導κ取b入れるκは，次の二つの方向が考えられ
る。その一つは ，題材の学習と切b離して ，別{置に体力づ<!1をしようとする立場であり ，第二Iri，題材
の学習過程VC，それと関連づけた休力づくりを しようとする立場でるる。
第ーの立場では，体力の高まbが期待できるのは，体力のさまざまな要因治総合的に均衡が保たれるよ
うK充実するとと(オ Jーレラウンド念体力づ<.T)VCよって ，はじめて個hの要因の性能が高められると
hう原則によっているもので，体力づ〈りをする際の根本的念考え方K立脚するものである。
第二の立場て旦，特定の運動の学習K必要念体力要因を ，その学習過程にないて強化 しようとするもの
で ，どちらかといえば ，それぞれの運動の学習そのものが体力づく !1VCつながるものだから ，さまざまな
運動を数多〈学習させることがよb重要だとする考え方Kもとづくものと思われる。
ζのいずれの立場をとるかは単純Kはきめ.られないであろう。体力をつけるためKは ，体力要因の性質
にみあうようなユニークで独得左万法があるし， それを行左う際の時間や回数，日周期 ，適時性などを考
慮、K入れ左ければならないからである。幸いにも，体力づく tvc関する科学的念究明が進展するKつれて
との商のよbよい方法がしだいVCli1色立されているので ，能率的K実施できるようになってきた。
体力づくタは，教科としての運動学自だけでその成果をじゅうぶんに期待するととはほとA.;ど不可能K
近hζとであるので，自由時Vてなける活動や特別教育活動としての身体活動， :;1;>よび地域社会や家庭VC:;1> 
ける活動などをも対象として，運動を行な う機会や場を豊富K持てるようにするととと ，体力づ くbの科
学的左方法を実践できるようK方向づける ととがきわめて大切な観点といえよう。
3. 運動を行なう際に，“遊勤をどのようにして行なったらよいか"という，運動を遂行する計画
を正しく，確実にイメージ化させるように指導することが大切である。
学習態度は ，運動を遂行する万法の認知的な側面Kかかわるものである。運動学習の特性として ，ζの
認知的念働きがきわめて重要念意味をもっととになるので ，運動Kついてのイメージを正確K描かせるζ
とが ，なKよりも必要である。 ζのイメージは，運動を遂行する計画というベきもので ，ζのイメ--;/VC 
もとづいて運動が遂行されるいっぽう ，とれとの連繋VCよって，自律的な神経支配Kよる運動の協調が行
なわれるしくみになっているので，運動は確実VC，しかもスムーズK遂行されるわけである。
運動学自にまずける認知過程が重要視されて ，現今では ，“イメージ学習 ω 〈メンタJレ・リハーサJレとも
呼ばれる 〉という用語さえ{変われるよう十てなってきた。
実験によって，学習態度の認知的左側面が変容されたととKついては ，実験的学習指導を実施した後K
行なった追調査と予備調査との比較によって明らかKされたと思っている。しかし，知覚し，思考する内
容を具体的K把握するととは ，とうてい不可能に近いとと念ので，それを明確Kするととはでき念いとと
である。
ととろで，巡動の学~指導K沿いて，とのイメージを明確V亡するためには ， 正 しいパターンを視覚とな
して与えるζとと ，その意味づけをするという両雨を辛子ろそかKしではなら念いであろう。パターンだけ
の提示は ， 1様性的な受谷の範囲Kと\:~T ，主体的K思考 して自己の体力特性をKらみ合わせたイメージ
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づ<!Jが左されないからである。だから，パターンを示すとともVC，そとK含まれる意味あいを簡潔K説
明して第二信号系に訴えるととがなされをければならない。しかし，線留が進み ，動作の単純化や自動作
がしだいVCもたらされるようになるKつれて ，認知の必要度はしだいK弱められてくるのは当然なζとで
ある。運動のパターンがほぼ固定化され ，そのばらつきが減少するような習熟の域に》いては ，との意識
的な働きが介入することKよって ，微妙左運動の協調が乱されてしまうという事態さえ生ずるものである。
ζのよう念性質をよ〈認識して，どのよう念学2討にがいてイメージづく bが重要念役割タを呆たしている
かをはマき bとなさえてなぐととが必要である。
4・ “通勤することがなによりも楽しい舗という情緒の満足と安定が保てるような指訟をすること
カirtJまれる。
運動K関する情報の知覚と ，運動を行なっている過程，念らびKその結果の神経的i.l知覚路は感情・情
緒の中枢とみられる視床下部を経由するので，つねVCI惑怜主と直接的念つながDをもっている。との感情が
運動学自にないて重要念意味をもつのは ，学習内容や学習活動K対しての 「接近と回避」あるいは， r受
容と拒否」 の方向づけをする働きがあるからである。快よい感じ ，明るい感じのするものKは ，0っばん
には，それを積極的に受容し，接近しようとするが，不快左感じ，暗い感じのするもの(<eは，とれを拒否
し，回避しようとナる傾向が強〈働〈。
学習態度の感情的左側面の働きを変容するKは，学習過程VC潔ょう学:g，1のムー ドが望ましい状態であ!J， 
しかも ，学習の結果と して形成される運動技能の著しい進歩・向上がみられるよう左満足のもたらされる
学習Kよって期待できるであろうと予想した。(研究仮説 (3J )そして ，ζの研究Kないて，とれが実
証できたものと確信している。
感情やその複合体としての情緒は，念んらかの感じとして意識Kのぼるものであるが，とれよタもさら
に根強い働きとしての“情動 ωと呼ばれるものは，運動の遂行過程K必ける錐体外路系の神経支配である
から，ほとんど無意識的な作用を支えるもので ，きわめてやっかいな状態である。だから，原始的念情動
としての恐怖感左どが ，運動の円滑な調整を乱してしまうととは，常にみかけるととるである。感情ゃ情
緒の働きも ，ζれκ類似する場合が多〈ひきかとされるので，“楽しい凶という感じの保たれるよう左指
導をする ζとが望まれるわけである。
楽しいととは ，安易でルーズだという内容と必ずしも一致するものではな〈て，ときには ，激しく，厳
しいことがむしろ楽しく感ぜられる場合すらあるのはいうまでもない。また，運動学習の場は人聞の直接
的な触れ合いの場であ!J，人間関係のきずなが微妙な感情作用をもたらしている特色を備えているので，
生徒と生徒 ，生徒と教師との人間関係の調整Kは ，ととK意を用いなければなら念い。
5・ “まじめに，ねっしんに運動するぬというような意志力がじゅうぶんに発揮される指導をする
ことが，きわめて肝要である。
運動を遂行しようとする計画が実行K移されるきっかけとなるのが ，意志決定の役割Dであ!J，このプ
ランを確実に遂行するさ Lえとなるのが，また意志力の作用である。人聞の持てる能力は予言K抑制されて
いて ，それが100%VC発揮されるものでは左いといわれている。ととろが，との意志的な働きが集中的
κ作用するととによって，との能力の発揮される限界が引き上げられるもので ，常Kは約70%<らいの
ものが80%程度K発揮されるように念るといわれる。だから，運動の学習K際しても ，ζの意志力が高
度K，集中的K作用するととが，学習の効率を高めるのKζとのほか要求されて〈る。
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学習態度K幸子ける意志的な側商の変容は ，“まじめに ，ねっしんK運動する ぬという集中的な力を高め
るよう吃するととKよって期待できるものと仮説 (3J 'を設定した。そして，との研究では ，その変容の
なされる様態を抱獲するととができた。意志力の働きは ，認知力や情緒φ劫きょタははるかK強〈働いて
いるととがわかった。
意志力を微視的(i(みれば ，神経的な櫛Eとみるととができるので ，ζれを高めるためKは人体のメカニ
ズムになける全体性を重視しなければならない。すなわち ，生理的な機能が高められるととKよって，と
れとの函数関係I'C歩いてその神経的友機能もまた高まるであろうと考えられるから，循環系や呼吸系，な
よび筋の力などの総体的念体力を引き上げるととが，意志力を高める基礎となるといえよう。また，自信
とか確信をもって運動を行なわせるととや ，極端Kは ，暗示を与えるとと念ども ，との高"itを保証する
ものでるろう。常にはげまし，賞め，証認するととも有効在のはいうまでもない。
e. "遥勤がどのようK行なわれたか.また.どのようKな為、したらよいかぬを.たえずフィード.
パヲクすることが適礁になされるように指導することが必要である。
運動を行なっている時々刻々の過程Kかいては ，主と して筋紡錐による深部感覚からの知覚回路が成立
していて，求心性のインパルスをブd当皮質運動領に送っている。との回路をフィー ド・パダク回略と呼び，
いわゆる 「自動管l御装置」にあたるし〈みとなっている。とのためVC.運動遂行の稼態がた YちK知覚さ
れ，それがはじめに描いたイメ~と照合されて，その修正が念されるわけである。だからフィード・パ
yクが適切KなされるためKは，運動遂行のプランニングとしてのイメー ジづく bが重要在役割bをもっ
ているのである。そのうえに，フィード ・パ7クはイメー ジの再構成であるともいえる。いわば，学習態
度VCi.'ける認知的左側面を念しているのである。とのような認知的な側面Kついての変容は3VC述べてか
いた。
フィトパyクを適確に行なうためVCは，さきK述ベたようVC.その運動についてのイメージづ(tを
正しく，確実(i(行なう ζとが重要であり ，ぞれとの照合Kかける一致，不一致はほとんど自主的K果たせ
るものと思われる。 しかし ，ょタ確実に行念うには，生徒たちの心廼からみて，技能的なポイン トVCi.>け
る長所を認め ，短所を指揮できれば ，いっそう有効で遣うろう。自己の動作を自ら客観的K観察できないと
いうすとしばかbの不安を除いてやるためである。との意味では ，生徒同志ば観察し合って矯正するシス
テムも望ま しい。
運動方法K関するフィー ド・パyク回路は，内音飴ヲな神経回路ばかりでな〈て，視聴覚からの知覚路とも
通じているので ，示範とかフィ Jレム，写真 ，友だちの試技左どK求める ζとも，深部知覚によるフィード・
パyクを補正する意味で重要である。
また ，フ ィー ド ..， :1クをよbレ・っそう正確にするKは，言語に置き換えさせるζ とである。いわゆる
“言語化学習凶と呼ばれるもので，動作の短所や要領を言語で表現させてみるととKよって，感性的な
知覚の段階を理性的な認安cVC高める役割bをになっている。
以上』てないて ， 学~態度の変容をもたらす諸条件を結昔前9VC述ベてきたが ，との研究が ， 学習態度とい
う内面に働〈心的な機能にかかわるものであるだけに， ζれを具体的 ，客観的K把握するための方法上の
限界がつねK前面K立ちはばかっていた。 ζのために ，学国態度の調査Kは ，主と して外部的K表現され
る文字 ，言語 ，動作左どをてがかbとして ，その様態を推測せざるを得なかった。 ζの点VC，との穫の研
究の困難性があ!:J.また ，問題がひそんでいるものと思われる。内面の機能状態が確実K.客観的にひき
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出せ泣3本科学的左方法の確立されZらととが強〈袋まれると ζろである。
との研究で導き出すととのできなかった大きな課題は ，運動学習の成果を高めるように働〈“望ましい
学官態度とは ，どのようなものであるべきなのかぬ，をた ，“そのような学習態度を形成する指導は ，ど
のようKなさるべき念のか "という， ζの研究Kなける最終のねらhを達成するととである。
との研究は ，次の研究協力学校
新潟市立濁JiI小学校
n 濁J1中学校
北蒲原郡豊栄町立葛塚中学校
の学校長はじめ教職員各位 .:i>'よび児童・生徒の絶大など協力とど援助とによって実施できたもので，探
誕の敬意と感謝を捧げまナ。
念事.，f 乙の研究を担当 し，研究紀聖書を執筆したのは研究員 三善信ー である。
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